
１　開設者の住所及び氏名

（注）

２　名称

３　所在の場所

４　診療科名

4－1　標榜する診療科名の区分

○ 1

（注）

4-2　標榜している診療科名

（1）内科

○ ○ ○ ○

○

○

開設者名　国立大学法人筑波大学長　永田　恭介

開設者が法人である場合は、「住所」欄には法人の主たる事務所の所在地を、「氏名」欄には法人の名称を記入する
こと。

（注）

７内分泌内科 ８代謝内科

11リウマチ
科

10アレルギー疾患内科またはアレルギー科

厚　生　労　働　大　臣　　殿

筑 大 病 評 価 第 24-10 号

令 和 6 年 10 月 3 日

筑波大学附属病院の業務に関する報告について

９感染症内科

診療実績

内科 有

　標記について、医療法（昭和23年法律第205号）第12条の3第1項及び医療法施行規則（昭和23年厚生省令第50
号）第9条の2の2の第1項の規定に基づき、令和5年度の業務に関して報告します。

住所

医療法施行規則第六条の四第四項の規定により読み替えられた同条第一項の規定に基づき、がん、循環
器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療を提供する特定機能病院として、十以上の診療科名を標榜

2

内科と組み合わせた診療科名等

１呼吸器内科

氏名

〒305-8577 茨城県つくば市天王台1-1-1

国立大学法人筑波大学長　永田　恭介

筑波大学附属病院

医療法施行規則第六条の四第一項の規定に基づき、有すべき診療科名すべてを標榜

2消化器内科

〒305-8576 茨城県つくば市天久保2-1-1 

電話（　029　）　853　－　3900

6血液内科

上記のいずれかを選択し○を付けること。

 1　「内科と組み合わせた診療科名等」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
 2　「診療実績」欄については、「内科と組み合わせた診療科名等」欄において、標榜していない診療科がある場合、
その診療科で提供される医療を、他の診療科で提供している旨を記載すること。

「5 神経内科」にて提供される医療は、「脳神経内科」にて提供している。
「7 内分泌内科」及び「8 代謝内科」にて提供される医療は、「内分泌・代謝・糖尿病内科」にて提供している。
「10 アレルギー疾患内科またはアレルギー科」及び「11 リウマチ科」にて提供される医療は、「膠原病・リウマチ・アレルギー内
科」にて提供している。

３循環器内科 ４腎臓内科

５神経内科

（様式第10）



（2）外科

○

○ ○

（３）その他の標榜していることが求められる診療科名

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○

（注）

（４）歯科

○

（５）（１）～（４）以外でその他に標榜している診療科名

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10

11 12 13 14 15

16 17 18 19 20

21 22 23 24 25

（注）

５　病床数

３歯科口腔外科

（注）

（注）

６泌尿器科 ７産婦人科 ８産科

５血管外科 6心臓血管外科 ７内分泌外科 ８小児外科

11耳鼻咽喉科
12放射線
科

診療実績

形成外科
リハビリテーショ
ン科

頭頸部・耳鼻い
んこう科

歯科の診療体制

医科と同じ

1　「歯科」欄及び「歯科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
2　「歯科の診療体制」欄については、医療法施行規則第六条の四第五項の規定により、標榜している診療科名とし
て「歯科」を含まない病院については記入すること。

９婦人科 10眼科

歯科 有

歯科と組み合わせた診療科名

１小児歯科 2矯正歯科

１精神科 2小児科 ３整形外科
４脳神経外
科

15麻酔科 16救急科13放射線診断科 14放射線治療科

５皮膚科

病理診断科

脳卒中科 小児内科 腫瘍放射線科

腫瘍内科

精神 感染症 結核 療養 一般 合計

標榜している診療科名に〇印を付けること。

1　「外科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
2　「診療実績」欄については、「外科」「呼吸器外科」「消化器外科」「乳腺外科」「心臓外科」「血管外科」「心臓血管外
科」「内分泌外科」「小児外科」のうち、標榜していない科がある場合は、他の標榜科での当該医療の提供実績を記載
すること（「心臓血管外科」を標榜している場合は、「心臓外科」「血管外科」の両方の診療を提供しているとして差し支
えないこと）。

（単位：床）30

2消化器外科 ３乳腺外科

外科 有

外科と組み合わせた診療科名

１呼吸器外科 ４心臓外科

「2 消化器外科」にて提供される医療は、「消化器・移植外科」にて提供している。
「3 乳腺外科」及び「7 内分泌外科」にて提供される医療は、「乳腺・甲状腺・内分泌外科」
にて提供している。

779 809

標榜している診療科名について記入すること。



６　医師、歯科医師、薬剤師、看護師及び准看護師、管理栄養士その他の従業者の員数

常勤 非常勤 合計 員数 員数

688 49 690.5 36 0

21 0 21 39 92

74 5 78.5 18 0

1 1 1.6 8 0

79 3 81.5 0 0

957 36 980.3 38 20

0 0 0 9 12

3 0 3 3 259

14 1 14.3 62 108

７　専門の医師数

８　管理者の医療に係る安全管理の業務の経験

令和 6 年 4 月 1 日

（注）

臨床工学士

麻酔科専門医

助産師

職種

医師

歯科医師

薬剤師

保健師

あん摩マッサージ指圧師

臨床
検査

職種

看護補助者

理学療法士

作業療法士

視能訓練士

義肢装具士

栄養士

歯科技工士

診療放射線技師

准看護師

1　報告書を提出する年度の10月１日現在の員数を記入すること。
2　栄養士の員数には、管理栄養士の員数は含めないで記入すること。
3　「合計」欄には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した員数と常勤の者
の員数の合計を小数点以下2位を切り捨て、小数点以下1位まで算出して記入すること。それ以外の欄には、それぞ
れの員数の単純合計員数を記入すること。

職種

診療エックス線技師

臨床検査技師

衛生検査技師

その他

その他の技術員

事務職員

その他の職員

歯科衛生士

管理栄養士

看護師 医療社会事業従事者

眼科専門医

専門医名 人数（人） 専門医名 人数（人）

総合内科専門医

外科専門医

精神科専門医

小児科専門医

救急科専門医産婦人科専門医 17

合計

12

10

20

21

26

20

8

307

耳鼻咽喉科専門医

皮膚科専門医

泌尿器科専門医

69

45

12

29

5

13

放射線科専門医

脳神経外科専門医

整形外科専門医

1　報告書を提出する年度の10月１日現在の員数を記入すること。
2　人数には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した員数と常勤の者の員
数の合計を小数点以下1位を切り捨て、整数で算出して記入すること。

管理者名 （　平松　祐司　） 任命年月日

附属病院長（R6.4.1～現在）
医療安全ミーティングメンバー（R5.4.1～現在）
附属病院副病院長（H30.4.1 ～R6.3.31）
リスクマネージメント委員会（H30.4.1～現在（委員長））
リスクマネージメント委員会事務小委員会（R5.4.1～ 現在（委員長））
組織RM（H16.4.1～R6.3.31）

（注）



９　前年度の平均の入院患者、外来患者及び調剤の数

　歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科の前年度の平均の入院患者及び外来患者の数

人 人 人

人 人 人

剤

人

人

人

人

10　施設の構造設備

20 床 有

有

㎡ 有

㎡ 床

台

㎡

67.6 ㎡ （主な設備）

170.41 ㎡ （主な設備）

384.6 ㎡ （主な設備）

54 ㎡ （主な設備）

801.76 ㎡ （主な設備）

2434 ㎡ 室数 室 人

2793 ㎡ 室数 室

11　紹介率及び逆紹介率の前年度の平均値

％ ％

人

人

人

人

（注）

（注）
1　「紹介率」欄は、Ａ、Ｃの和をＤで除した数に100を乗じて小数点以下第1位まで記入すること。
2　「逆紹介率」欄は、ＢをＤで除した数に100を乗じて小数点以下第1位まで記入すること。
3　Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄは、それぞれの前年度の延数を記入すること。

歯科等以外 歯科等 合計

677.3

1,834.40

2,171

173

2

28

405
1　「歯科等」欄には、歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科を受診した患者数を、「歯科等以外」欄にはそれ
以外の診療料を受診した患者数を記入すること。
2　入院患者数は、前年度の各科別の入院患者延数(毎日の24時現在の在院患者数の合計)を暦日で除した数を記
入すること。
3　外来患者数は、前年度の各科別の外来患者延数をそれぞれ病院の年間の実外来診療日数で除した数を記入す
ること。
4　調剤数は、前年度の入院及び外来別の調剤延数をそれぞれ暦日及び実外来診療日数で除した数を記入するこ
と。
5  必要医師数、必要歯科医師数、必要薬剤師数及び必要（准）看護師数については、医療法施行規則第二十二条

必要（准）看護師数

（注）

１日当たり平均入院患者数

１日当たり平均外来患者数

１日当たり平均調剤数

必要医師数

必要歯科医師数

必要薬剤師数

668.5

1,767.50

8.8

66.9

施設名 床面積 主要構造 設備概要

病床数 心電計

集中治療室
457.67

鉄筋コンクリート 人工呼吸装置

その他の救急蘇生装置

心細動除去装置

ペースメーカー

有

有

図書室

［固定式の場合］

［移動式の場合］

［専用室の場合］

［共用室の場合］

鉄筋コンクリート

鉄筋コンクリート

鉄筋コンクリート

床面積

鉄筋コンクリート

鉄筋コンクリート

無菌病室等
台数

医薬品情報
管理室

化学検査室

細菌検査室

病理検査室

病理解剖室

研究室

講義室

尿定性検査機、尿定量検査機

血液培養機、薬剤感受装置

床面積

共用する室名

鉄筋コンクリート

鉄筋コンクリート

1

収容定員

蔵書数

2,132

179,100 冊程度

病床数 35684.49

0

算出
根拠

包埋装置、染色・封入装置、超純水製造装置

解剖台

机、椅子、書棚、ＰＣ

1　主要構造には、鉄筋コンクリート、簡易耐火、木造等の別を記入すること。
2　主な設備は、主たる医療機器、研究用機器、教育用機器を記入すること。

紹介率 85.9 逆紹介率 81.0

17

17,768

17,548

831

21,663

B：他の病院又は診療所に紹介した患者の数

A：紹介患者の数

Ｃ：救急用自動車によって搬入された患者の数

D：初診の患者の数

43.91



12　監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由（注）

○ 無

無

有

有

無

無

13　監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由の公表の状況

（注）

公表の方法

筑波大学附属病院のホームページにて公表している

有

有

小池　竜司

東京医科歯科大学
病院長補佐

感染対策の第一人者とし
て医療の安全管理に詳し
く、臨床試験の専門家で
もあるため

1

「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。
1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者
2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。）
3. その他

委員名簿の公表の有無

委員の選定理由の公表の有無

重田　育照

国立大学法人筑波大学
副学長・理事（研究担当）

研究を担当する副学長・
理事として、及び学識経
験者として意見を述べる
ことができるため

1

利害
関係

委員の要件
該当状況

柳田　国夫

東京医科大学茨城医療
センター
副院長

医療機関の副院長であ
り、病院管理及び医療安
全に係る業務経験を有し
ているため

1

氏名 所属 委員長
（○を付す）

選定理由

村上　正子

名古屋大学
大学院法学研究科
教授

法律学の専門家として、
法律について豊富な専
門知識と実務経験を有す
るため

1

宮本　恭子

茨城県がん教育推進協
議会委員

患者・家族の支援団体の
活動をしており、医療を
受ける立場から意見を述
べることができるため

2

陰山　俊治

国立大学法人筑波大学
監事
（元公益財団法人ヒュー
マンサイエンス振興財団
管理部長）

監事であり、公正不偏な
立場から医療を受けるも
のとして意見を述べるこ
とができるため

2



1  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数
（人）

97

24

6

3

127人

(注) 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第二各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注) 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

先進医療の種類の合計数

取扱い患者数の合計（人）

高度の医療の提供の実績

先　進　医　療　の　種　類   

陽子線治療

ウイルスに起因する難治性の眼感染疾患に対する迅速診断（ＰＣＲ法）

細菌又は真菌に起因する難治性の眼感染疾患に対する迅速診断（ＰＣＲ法）

（様式第2）



2  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数

1

1

3

2

4

7人

(注) 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第三各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注) 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

先進医療の種類の合計数

取扱い患者数の合計（人）

高度の医療の提供の実績

先　進　医　療　の　種　類   

テモゾロミド用量強化療法　膠芽腫（初発時の初期治療後に再発又は増悪したものに限る。）

陽子線治療　根治切除が可能な肝細胞がん（初発のものであり、単独で発生したものであって、その長径が
三センチメートルを超え、かつ、十二センチメートル未満のものに限る。）【陽子線治療を実施する施設】

術後のアスピリン経口投与療法

メトホルミン経口投与及びテモゾロミド経口投与の併用療法

（様式第2）



3　その他の高度の医療

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

その他の高度医療の種類の合計数 0

取扱い患者数の合計（人） 0

（注） 1　当該医療機関において高度の医療と判断するものが他にあれば、前年度の実績を記入すること。

（注） 2　医療法施行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療
を提供する特定機能病院として十以上の診療科名を標榜する病院については、他の医療機関での実施状況を含め、当該
医療技術が極めて先駆的であることについて記入すること（当該医療が先進医療の場合についても記入すること）。

高度の医療の提供の実績

（様式第2）



疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
1 球脊髄性筋萎縮症 12 66 ＩgＡ腎症 53
2 筋萎縮性側索硬化症 27 67 多発性嚢胞腎 96
3 脊髄性筋萎縮症 6 68 黄色靭帯骨化症 18
4 原発性側索硬化症 0 69 後縦靭帯骨化症 90
5 進行性核上性麻痺 7 70 広範脊柱管狭窄症 2
6 パーキンソン病 183 71 特発性大腿骨頭壊死症 97
7 大脳皮質基底核変性症 2 72 下垂体性ＡＤＨ分泌異常症 28
8 ハンチントン病 2 73 下垂体性ＴＳＨ分泌亢進症 5
9 神経有棘赤血球症 0 74 下垂体性ＰＲＬ分泌亢進症 4
10 シャルコー・マリー・トゥース病 2 75 クッシング病 8
11 重症筋無力症 153 76 下垂体性ゴナドトロピン分泌亢進症 2
12 先天性筋無力症候群 0 77 下垂体性成長ホルモン分泌亢進症 27
13 多発性硬化症/視神経脊髄炎 136 78 下垂体前葉機能低下症 127

14
慢性炎症性脱随性多発神経炎/多巣性運
動ニューロパチー

34 79 家族性高コレステロール血症(ホモ接合体) 2

15 封入体筋炎 11 80 甲状腺ホルモン不応症 0
16 クロウ・深瀬症候群 1 81 先天性副腎皮質酵素欠損症 1
17 多系統萎縮症 14 82 先天性副腎低形成症 0
18 脊髄小脳変性症(多系統萎縮症を除く｡) 39 83 アジソン病 0
19 ライムゾーム病 15 84 サルコイドーシス 99
20 副腎白質ジストロフィー 1 85 特発性間質性肺炎 18
21 ミトコンドリア病 20 86 肺動脈性肺高血圧症 46
22 もやもや病 33 87 肺静脈閉塞症/肺毛細血管腫症 0
23 プリオン病 0 88 慢性血栓塞栓性肺高血圧症 36
24 亜急性硬化性全脳炎 0 89 リンパ脈管筋腫症 2
25 進行性多巣性白質脳症 0 90 網膜色素変性症 29
26 ＨＴＬＶ-１関連脊髄症 1 91 バッド・キアリ症候群 1
27 特発性基底核石灰化症 0 92 特発性門脈圧亢進症 1
28 全身性アミロイドーシス 50 93 原発性胆汁性肝硬変 8
29 ウルリッヒ病 0 94 原発性硬化性胆管炎 7
30 遠位型ミオパチー 6 95 自己免疫性肝炎 19
31 ベスレムミオパチー 0 96 クローン病 127
32 自己貧食空胞性ミオパチー 0 97 潰瘍性大腸炎 195
33 シュワルツ・ヤンペル症候群 0 98 好酸球性消化管疾患 0
34 神経線維腫症 13 99 慢性特発性偽性腸閉塞症 3
35 天疱瘡 16 100 巨大膀胱短小結腸腸管蠕動不全症 0
36 表皮水疱症 4 101 腸管神経節細胞僅少症 0
37 膿疱性乾癬（汎発型） 8 102 ルビンシュタイン・テイビ症候群 0
38 スティーヴンス・ジョンソン症候群 0 103 ＣＦＣ症候群 0
39 中毒性表皮壊死症 1 104 コステロ症候群 0
40 高安動脈炎 49 105 チャージ症候群 0
41 巨細胞性動脈炎 2 106 クリオピリン関連周期熱症候群 1
42 結節性多発動脈炎 12 107 全身型若年性特発性関節炎 6
43 顕微鏡的多発血管炎 59 108 ＴＮＦ受容体関連周期性症候群 0
44 多発血管炎性肉芽腫症 17 109 非典型溶血性尿毒症症候群 0
45 好酸球性多発血管炎性肉芽腫症 31 110 ブラウ症候群 0
46 悪性関節リウマチ 19 111 先天性ミオパチー 3
47 バージャー病 6 112 マリネスコ・シェーグレン症候群 0
48 原発性抗リン脂質抗体症候群 2 113 筋ジストロフィー 30
49 全身性エリテマトーデス 513 114 非ジストロフィー性ミオトニー症候群 0
50 皮膚筋炎/多発性筋炎 195 115 遺伝性周期性四肢麻痺 2
51 全身性強皮症 121 116 アトピー性脊髄炎 0
52 混合性結合組織病 54 117 脊髄空洞症 4
53 シェーグレン症候群 85 118 脊髄髄膜瘤 1
54 成人スチル病 25 119 アイザックス症候群 0
55 再発性多発軟骨炎 4 120 遺伝性ジストニア 2
56 ベーチェット病 71 121 神経フェリチン症 0
57 特発性拡張型心筋症 64 122 脳表ヘモジデリン沈着症 0

58 肥大型心筋症 30 123
禿頭と変形性脊椎症を伴う常染色体劣性
白質脳症

0

59 拘束型心筋症 0 124
皮質下梗塞と白質脳症を伴う常染色体優
性脳動脈症

1

60 再生不良性貧血 62 125
神経軸索スフェロイド形成を伴う遺伝性びま
ん性白質脳症

1

61 自己免疫性溶血性貧血 9 126 ペリー症候群 0
62 発作性夜間ヘモグロビン尿症 11 127 前頭側頭葉変性症 1
63 突発性血小板減少性紫班病 31 128 ビッカースタッフ脳幹脳炎 0
64 血栓性血小板減少性紫班病 2 129 痙攣重積型（二相性）急性脳症 0
65 原発性免疫不全症候群 19 130 先天性無痛無汗症 0

4　指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績
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131 アレキサンダー病 0 198 ４p欠失症候群 0
132 先天性核上性球麻痺 0 199 ５p欠失症候群 0
133 メビウス症候群 0 200 第14番染色体父親性ダイソミー症候群 0
134 中隔視神経形成異常症/ドモルシア症候群 0 201 アンジェルマン症候群 1
135 アイカルディ症候群 0 202 スミス・マギニス症候群 0
136 片側巨脳症 0 203 22q11.2欠失症候群 1
137 限局性皮質異形成 1 204 エマヌエル症候群 0
138 神経細胞移動異常症 1 205 脆弱Ｘ症候群関連疾患 0
139 先天性大脳白質形成不全症 0 206 脆弱X症候群 0
140 ドラベ症候群 1 207 総動脈幹遺残症 0
141 海馬硬化を伴う内側側頭葉てんかん 0 208 修正大血管転位症 1
142 ミオクロニー欠神てんかん 0 209 完全大血管転位症 6
143 ミオクロニー脱力発作を伴うてんかん 0 210 単心室症 11
144 レノックス・ガストー症候群 1 211 左心低形成症候群 0
145 ウエスト症候群 4 212 三尖弁閉鎖症 1
146 大田原症候群 1 213 心室中隔欠損を伴わない肺動脈閉鎖症 1
147 早期ミオクロニー脳症 0 214 心室中隔欠損を伴う肺動脈閉鎖症 1
148 遊走性焦点発作を伴う乳児てんかん 0 215 ファロー四徴症 11
149 片側痙攣・片麻痺・てんかん症候群 1 216 両大血管右室起始症 3
150 環状20番染色体症候群 0 217 エプスタイン病 5
151 ラスムッセン脳炎 2 218 アルポート症候群 2
152 ＰＣＤＨ19関連症候群 0 219 ギャロウェイ・モワト症候群 0
153 難治頻回部分発作重積型急性脳炎 3 220 急速進行性糸球体腎炎 31

154
徐波睡眠期持続性棘徐波を示すてんかん
性脳症

0 221 抗糸球体基底膜腎炎 2

155 ランドウ・クレフナー症候群 0 222 一次性ネフローゼ症候群 49
156 レット症候群 1 223 一次性膜性増殖性糸球体腎炎 2
157 スタージ・ウェーバー症候群 0 224 紫斑病性腎炎 9
158 結節性硬化症 23 225 先天性腎性尿崩症 0
159 色素性乾皮症 0 226 間質性膀胱炎（ハンナ型） 3
160 先天性魚鱗癬 1 227 オスラー病 7
161 家族性良性慢性天疱瘡 1 228 閉塞性細気管支炎 0
162 類天疱瘡（後天性表皮水疱症を含む。） 12 229 肺胞蛋白症（自己免疫性又は先天性） 2
163 特発性後天性全身性無汗症 3 230 肺胞低換気症候群 0
164 眼皮膚白皮症 1 231 α1－アンチトリプシン欠乏症 0
165 肥厚性皮膚骨膜症 0 232 カーニー複合 1
166 弾性線維性仮性黄色腫 1 233 ウォルフラム症候群 0

167 マルファン症候群 12 234
ペルオキシソーム病（副腎白質ジストロ
フィーを除く。）

0

168 エーラス・ダンロス症候群 3 235 副甲状腺機能低下症 1
169 メンケス病 0 236 偽性副甲状腺機能低下症 2
170 オクシピタル・ホーン症候群 0 237 副腎皮質刺激ホルモン不応症 0
171 ウィルソン病 5 238 ビタミンＤ抵抗性くる病/骨軟化症 1
172 低ホスファターゼ症 0 239 ビタミンＤ依存性くる病/骨軟化症 0
173 VATER症候群 0 240 フェニルケトン尿症 3
174 那須・ハコラ病 0 241 高チロシン血症1型 0
175 ウィーバー症候群 0 242 高チロシン血症2型 0
176 コフィン・ローリー症候群 0 243 高チロシン血症3型 0
177 有馬症候群 0 244 メープルシロップ尿症 0
178 モワット・ウィルソン症候群 1 245 プロピオン酸血症 0
179 ウィリアムズ症候群 2 246 メチルマロン酸血症 0
180 ＡＴＲ－Ｘ症候群 0 247 イソ吉草酸血症 0
181 クルーゾン症候群 0 248 グルコーストランスポーター1欠損症 0
182 アペール症候群 0 249 グルタル酸血症1型 0
183 ファイファー症候群 0 250 グルタル酸血症2型 1
184 アントレー・ビクスラー症候群 0 251 尿素サイクル異常症 0
185 コフィン・シリス症候群 0 252 リジン尿性蛋白不耐症 0
186 ロスムンド・トムソン症候群 0 253 先天性葉酸吸収不全 0
187 歌舞伎症候群 0 254 ポルフィリン症 0
188 多脾症候群 0 255 複合カルボキシラーゼ欠損症 0
189 無脾症候群 4 256 筋型糖原病 0
190 鰓耳腎症候群 0 257 肝型糖原病 1

191 ウェルナー症候群 0 258
ガラクトース－1－リン酸ウリジルトランス
フェラーゼ欠損症

0

192 コケイン症候群 0 259
レシチンコレステロールアシルトランスフェ
ラーゼ欠損症

0

193 プラダー・ウィリ症候群 1 260 シトステロール血症 0
194 ソトス症候群 0 261 タンジール病 1
195 ヌーナン症候群 1 262 原発性高カイロミクロン血症 0
196 ヤング・シンプソン症候群 0 263 脳腱黄色腫症 0
197 １p36欠失症候群 0 264 無β リポタンパク血症 0
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265 脂肪萎縮症 0 329 無虹彩症 1
266 家族性地中海熱 6 330 先天性気管狭窄症／先天性声門下狭窄症 0
267 高ＩｇＤ症候群 0 331 特発性多中心性キャッスルマン病 14
268 中條・西村症候群 0 332 膠様滴状角膜ジストロフィー 0

269
化膿性無菌性関節炎・壊疽性膿皮症・アク
ネ症候群

0 333 ハッチンソン・ギルフォード症候群 0

270 慢性再発性多発性骨髄炎 1 334 脳クレアチン欠乏症候群 0
271 強直性脊椎炎 12 335 ネフロン癆 1
272 進行性骨化性線維異形成症 0 336 家族性低βリポタンパク血症1(ホモ接合体) 0
273 肋骨異常を伴う先天性側弯症 0 337 ホモシスチン尿症 0
274 骨形成不全症 0 338 進行性家族性肝内胆汁うっ滞症 0
275 タナトフォリック骨異形成症 0 339 MECP2重複症候群 0

276 軟骨無形成症 0 340
線毛機能不全症候群（カルタゲナー症候群
を含む。）

0

277 リンパ管腫症/ゴーハム病 1 341 TRPV4異常症 0
278 巨大リンパ管奇形（頚部顔面病変） 0

279
巨大静脈奇形（頚部口腔咽頭びまん性病
変）

0

280 巨大動静脈奇形（頚部顔面又は四肢病変） 1
281 クリッペル・トレノネー・ウェーバー症候群 1
282 先天性赤血球形成異常性貧血 0
283 後天性赤芽球癆 4
284 ダイアモンド・ブラックファン貧血 0
285 ファンコニ貧血 0
286 遺伝性鉄芽球性貧血 0
287 エプスタイン症候群 0
288 自己免疫性出血病XIII 0
289 クロンカイト・カナダ症候群 0
290 非特異性多発性小腸潰瘍症 0

291
ヒルシュスプルング病（全結腸型又は小腸
型）

0

292 総排泄腔外反症 0
293 総排泄腔遺残 0
294 先天性横隔膜ヘルニア 0
295 乳幼児肝巨大血管腫 0
296 胆道閉鎖症 5
297 アラジール症候群 1
298 遺伝性膵炎 0
299 嚢胞性線維症 1
300 ＩｇＧ４関連疾患 35
301 黄斑ジストロフィー 3
302 レーベル遺伝性視神経症 2
303 アッシャー症候群 0
304 若年発症型両側性感音難聴 1
305 遅発性内リンパ水腫 0
306 好酸球性副鼻腔炎 30
307 カナバン病 0
308 進行性白質脳症 0
309 進行性ミオクローヌスてんかん 0
310 先天異常症候群 0
311 先天性三尖弁狭窄症 0
312 先天性僧帽弁狭窄症 0
313 先天性肺静脈狭窄症 0
314 左肺動脈右肺動脈起始症 0

315
ネイルパテラ症候群（爪膝蓋骨症候群）／Ｌ
ＭＸ１Ｂ関連腎症

0

316 カルニチン回路異常症 0
317 三頭酵素欠損症 0
318 シトリン欠損症 1
319 セピアプテリン還元酵素（ＳＲ）欠損症 0

320
先天性グリコシルホスファチジルイノシトー
ル（GPI）欠損症

0

321 非ケトーシス型高グリシン血症 0
322 β—ケトチオラーゼ欠損症 0
323 芳香族L－アミノ酸脱炭酸酵素欠損症 0
324 メチルグルタコン酸尿症 0
325 遺伝性自己炎症疾患 1
326 大理石骨病 0

327
特発性血栓症（遺伝性血栓性素因によるも
のに限る。）

1

328 前眼部形成異常 0

（注）　「患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

疾患数 166
合計患者数（人） 3,863



5　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（基本診療料）

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

医療ＤＸ推進体制整備加算
感染対策向上加算の注2に規定する指導強化
加算

地域歯科診療支援病院歯科初診料
感染対策向上加算の注5に規定する抗菌薬適
正使用体制加算

歯科外来診療医療安全対策加算2 患者サポート体制充実加算

歯科外来診療感染対策加算4 重症患者初期支援充実加算

歯科診療特別対応連携加算 褥瘡ハイリスク患者ケア加算

特定機能病院入院基本料 ハイリスク妊娠管理加算

特定機能病院入院基本料の注10に規定する入
院栄養管理体制加算

ハイリスク分娩管理加算

救急医療管理加算 呼吸ケアチーム加算

超急性期脳卒中加算 術後疼痛管理チーム加算

診療録管理体制加算1 後発医薬品使用体制加算2

医師事務作業補助体制加算1（15対１） 病棟薬剤業務実施加算1

急性期看護補助体制加算（50対１） 病棟薬剤業務実施加算2

急性期看護補助体制加算の注4に規定する看
護補助体制充実加算2

データ提出加算

看護職員夜間配置加算（12対1配置加算1） 入退院支援加算2

療養環境加算
入退院支援加算の注4に掲げる地域連携診療
計画加算

重症者等療養環境特別加算
入退院支援加算の注7に掲げる入院時支援加
算

無菌治療室管理加算1 精神疾患診療体制加算

無菌治療室管理加算2 精神科急性期医師配置加算

放射線治療病室管理加算（治療用放射性同位
元素）

地域医療体制確保加算

緩和ケア診療加算 特定集中治療室管理料4

精神科身体合併症管理加算
特定集中治療室管理料の注1に規定する算定
上限日数に関する基準

精神科リエゾンチーム加算
特定集中治療室管理料の注2に規定する小児
加算

摂食障害入院医療管理加算
特定集中治療室管理料の注4に規定する早期
離床・リハビリテーション加算

栄養サポートチーム加算
特定集中治療室管理料の注5に規定する早期
栄養介入管理加算

医療安全対策加算1 ハイケアユニット入院医療管理料1

感染対策向上加算1 脳卒中ケアユニット入院医療管理料

総合周産期特定集中治療室管理料

高度の医療の提供の実績

（様式第2）



新生児治療回復室入院医療管理料

小児入院医療管理料1

小児入院医療管理料の注2に規定する加算
（保育士２名以上の場合）
小児入院医療管理料の注9に規定する病棟薬
剤業務実施加算

短期滞在手術等基本料1

看護職員処遇改善評価料 67

外来・在宅ベースアップ評価料（Ⅰ）

歯科外来・在宅ベースアップ評価料（Ⅰ）

入院ベースアップ評価料84



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療料）

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

心臓ペースメーカー指導管理料の注5に規定する遠
隔モニタリング加算

療養・就労両立支援指導料の注3に規定する相談支
援加算

糖尿病合併症管理料 がん治療連携計画策定料

がん性疼痛緩和指導管理料 ハイリスク妊産婦連携指導料1

がん性疼痛緩和指導管理料の注2に規定する難治性
がん疼痛緩和指導管理加算

ハイリスク妊産婦連携指導料2

がん患者指導管理料イ 肝炎インターフェロン治療計画料

がん患者指導管理料ロ 薬剤管理指導料

がん患者指導管理料ハ
検査・画像情報提供加算及び電子的診療情報評価
料

がん患者指導管理料ニ 医療機器安全管理料1

外来緩和ケア管理料 医療機器安全管理料2

移植後患者指導管理料（臓器移植後） 医療機器安全管理料（歯科）

移植後患者指導管理料（造血幹細胞移植後）
歯科疾患管理料の注11に規定する総合医療管理加
算及び歯科治療時医療管理料

糖尿病透析予防指導管理料 在宅植込型補助人工心臓(非拍動流型)指導管理料

乳腺炎重症化予防・ケア指導料 在宅腫瘍治療電場療法指導管理料

婦人科特定疾患治療管理料 在宅経肛門的自己洗腸指導管理料

腎代替療法指導管理料
持続血糖測定器加算（間歇注入シリンジポンプと連動
する持続血糖測定器を用いる場合）及び皮下連続式
グルコース測定

一般不妊治療管理料
持続血糖測定器加算（間歇注入シリンジポンプと連動
しない持続血糖測定器を用いる場合）

生殖補助医療管理料2 遺伝学的検査の注1に規定する施設基準

二次性骨折予防継続管理料1 遺伝学的検査の注2に規定する施設基準

二次性骨折予防継続管理料3 骨髄微小残存病変量測定

下肢創傷処置管理料 BRCA1／2遺伝子検査

慢性腎臓病透析予防指導管理料 がんゲノムプロファイリング検査

院内トリアージ実施料 先天性代謝異常症検査

外来放射線照射診療料 抗アデノ随伴ウイルス９型（ＡＡＶ９）抗体

外来腫瘍化学療法診療料1
抗HLA抗体（スクリーニング検査）及び抗HLA抗体（抗
体特異性同定検査）

外来腫瘍化学療法診療料の注8に規定する連携充実
加算

HPV核酸検出及びHPV核酸検出（簡易ジェノタイプ判
定）

ニコチン依存症管理料 検体検査管理加算Ⅳ

国際標準検査管理加算 乳房MRI撮影加算

遺伝カウンセリング加算 小児鎮静下MRI撮影加算

遺伝性腫瘍カウンセリング加算 頭部MRI撮影加算

高度の医療の提供の実績

（様式第2）



心臓カテーテル法による諸検査の血管内視鏡検査加
算

抗悪性腫瘍剤処方管理加算

時間内歩行試験及びシャトルウォーキングテスト 外来化学療法加算1

胎児心エコー法 無菌製剤処理料

ヘッドアップティルト試験 心大血管疾患リハビリテーション料(Ⅰ)

長期継続頭蓋内脳波検査 脳血管疾患等リハビリテーション料(Ⅰ)

長期脳波ビデオ同時記録検査1 運動器リハビリテーション料(Ⅰ)

脳波検査判断料1 呼吸器リハビリテーション料(Ⅰ)

神経学的検査
摂食機能療法の注3に規定する摂食嚥下機能回復体
制加算2

補聴器適合検査 がん患者リハビリテーション料

全視野精密網膜電図 歯科口腔リハビリテーション料2

ロービジョン検査判断料 救急患者精神科継続支援料

コンタクトレンズ検査料1 精神科ショート・ケア「大規模なもの」

小児食物アレルギー負荷検査 精神科デイ・ケア「大規模なもの」

内服・点滴誘発試験 医療保護入院等診療料

CT透視下気管支鏡検査加算 エタノールの局所注入（甲状腺）

精密触覚機能検査 エタノールの局所注入（副甲状腺）

画像診断管理加算1 人工腎臓

画像診断管理加算4 導入期加算3及び腎代替療法実績加算

遠隔画像診断 透析液水質確保加算及び慢性維持透析濾過加算

CT撮影及びMRI撮影
血漿交換療法の注2に規定する難治性高コレステロー
ル血症に伴う重度尿蛋白を呈する糖尿病性腎症に対
するＬＤＬアフェレシス療法

冠動脈CT撮影加算
血漿交換療法の注3に規定する移植後抗体関連型拒
絶反応治療における血漿交換療法

血流予備量比コンピューター断層撮影 ストーマ合併症加算

心臓MRI撮影加算 歩行運動処置(ロボットスーツによるもの)

手術用顕微鏡加算 経外耳道的内視鏡下鼓室形成術

歯科技工士連携加算１及び光学印象歯科技工士連
携加算

植込型骨導補聴器（直接振動型）植込術

CAD/CAM冠及びCAD/CAMインレー 人工中耳植込術

有床義歯修理及び有床義歯内面適合法の歯科技工
加算１及び２

人工内耳植込術、植込型骨導補聴器移植術、植込型
骨導補聴器交換術及び人工中耳用

皮膚悪性腫瘍切除術（皮膚悪性腫瘍センチネルリン
パ節生検加算を算定する場合に限る）

内視鏡下鼻・副鼻腔手術Ⅴ型（拡大副鼻腔手術）

自家脂肪注入
経鼻内視鏡下鼻副鼻腔悪性腫瘍手術（頭蓋底郭清、
再建を伴うものに限る）

組織拡張器による再建手術（乳房（再建手術）の場合
に限る。）

上顎骨形成術(骨移動を伴う場合に限る。)、下顎骨形
成術(骨移動を伴う場合に限る。)

骨悪性腫瘍、類骨骨腫及び四肢軟部腫瘍ラジオ波焼
灼療法

上顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る。）（歯科）、
下顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る。）（歯科）

後縦靱帯骨化症手術（前方進入によるもの）
内視鏡下甲状腺部分切除、腺腫摘出術、内視鏡下バ
セドウ甲状腺全摘(亜全摘)術(両葉)、内視鏡下副甲状
腺(上皮小体)腺腫過形成手術



椎間板内酵素注入療法 内視鏡下甲状腺悪性腫瘍手術

腫瘍脊椎骨全摘術
頭頸部悪性腫瘍光線力学療法（歯科診療以外の診
療に係るものに限る。）

緊急穿頭血腫除去術
頭頸部悪性腫瘍光線力学療法（歯科診療に係るもの
に限る。）

原発性悪性脳腫瘍光線力学療法加算
乳がんセンチネルリンパ節加算１及びセンチネルリン
パ節生検（併用）

内視鏡下脳腫瘍生検術及び内視鏡下脳腫瘍摘出術
乳がんセンチネルリンパ節加算２及びセンチネルリン
パ節生検（単独）

頭蓋骨形成手術（骨移動を伴うものに限る。）
乳腺悪性腫瘍手術（乳輪温存乳房切除術（腋窩郭清
を伴わないもの）及び乳輪温存乳房切除術（腋窩郭清
を伴うもの））

脳刺激装置植込術及び脳刺激装置交換術
ゲル充填人工乳房を用いた乳房再建術（乳房切除
後）

脊髄刺激装置植込術及び脊髄刺激装置交換術 乳腺悪性腫瘍ラジオ波焼灼療法

頭蓋内電極植込術（脳深部電極によるもの（７本以上
の電極による場合）に限る。）

胸腔鏡下拡大胸腺摘出術（内視鏡手術用支援機器を
用いる場合）

癒着性脊髄くも膜炎手術（脊髄くも膜剥離操作を行う
もの）

胸腔鏡下縦隔悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機
器を用いる場合）

角結膜悪性腫瘍切除手術
胸腔鏡下良性縦隔腫瘍手術（内視鏡手術用支援機
器を用いる場合）

角膜移植術（内皮移植加算）
胸腔鏡下肺切除術（区域切除及び肺葉切除術又は１
肺葉を超えるものに限る。）（内視鏡手術用支援機器
を用いる場合）

緑内障手術（緑内障治療用インプラント挿入術（プ
レートのあるもの））

肺悪性腫瘍手術(壁側・臓側胸膜全切除(横隔膜、心
膜合併 切除を伴うもの)に限る。)

緑内障手術（流出路再建術（眼内法））
胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（区域切除及び肺葉切除
又は1肺葉を超えるもので内視鏡手術用支援機器を
用いる場合）

緑内障手術（水晶体再建術併用眼内ドレーン挿入術）
胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（気管支形成を伴う肺切
除）

緑内障手術（濾過胞再建術（needle 法））

食道縫合術（穿孔、損傷）（内視鏡によるもの）、内視
鏡下胃、十二指腸穿孔瘻孔閉鎖術、胃瘻閉鎖術（内
視鏡によるもの）、小腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、
結腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、腎（腎盂）腸瘻閉
鎖術（内視鏡によるもの）、尿管腸瘻閉鎖術（内視鏡に
よるもの）、膀胱腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、腟腸
瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）

網膜再建術 経皮的冠動脈形成術（特殊カテーテルによるもの）

経皮的冠動脈ステント留置術 内視鏡的逆流防止粘膜切除術

胸腔鏡下弁形成術
腹腔鏡下十二指腸局所切除術（内視鏡処置を併施す
るもの）

胸腔鏡下弁置換術
腹腔鏡下胃切除術（単純切除術（内視鏡手術用支援
機器を用いる場合））及び腹腔鏡下胃切除術（悪性腫
瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いるもの））

経カテーテル弁置換術(経皮的大動脈弁置換術)

腹腔鏡下噴門側胃切除術（単純切除術（内視鏡手術
用支援機器を用いる場合））及び腹腔鏡下噴門側胃
切除術（悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用
いるもの））

経カテーテル弁置換術(経皮的肺動脈弁置換術)
腹腔鏡下胃全摘術（単純全摘術（内視鏡手術用支援
機器を用いる場合））及び腹腔鏡下胃全摘術（悪性腫
瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いるもの））

経皮的僧帽弁クリップ術 バルーン閉塞下逆行性経静脈的塞栓術

胸腔鏡下心房中隔欠損閉鎖術 腹腔鏡下胆嚢悪性腫瘍手術（胆嚢床切除を伴うもの）

不整脈手術　（左心耳閉鎖術（腹腔鏡下によるもの及
び経カテーテル的手術によるもの）に限る。）

胆管悪性腫瘍手術(膵頭十二指腸切除及び肝切除
(葉以上)を伴うものに限る。)

経皮的中隔心筋焼灼術 腹腔鏡下肝切除術



ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術 生体部分肝移植術

ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術
（リードレスペースメーカー）

腹腔鏡下膵腫瘍摘出術

両心室ペースメーカー移植術（経静脈電極の場合）及
び両心室ペースメーカー交換術（経静脈電極の場合）

腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術

両心室ペースメーカー移植術（心筋電極の場合）及び
両心室ペースメーカー交換術（心筋電極の場合）

腹腔鏡下膵頭部腫瘍切除術及び腹腔鏡下膵中央切
除術

植込型除細動器移植術（経静脈リードを用いるもの又
は皮下植込型リードを用いるもの）、植込型除細動器
交換術（その他のもの）及び経静脈電極抜去術

同種死体膵移植術、同種死体膵腎移植術

植込型除細動器移植術（心筋リードを用いるもの）及
び植込型除細動器交換術（心筋リードを用いるもの）

早期悪性腫瘍大腸粘膜下層剥離術

両室ペーシング機能付き植込型除細動器移植術（経
静脈電極の場合）及び両室ペーシング機能付き植込
型除細動器交換術（経静脈電極の場合）

内視鏡的小腸ポリープ切除術

両室ペーシング機能付き植込型除細動器移植術（心
筋電極の場合）及び両室ペーシング機能付き植込型
除細動器交換術（心筋電極の場合）

腹腔鏡下直腸切除・切断術（内視鏡手術用支援機器
を用いる場合）

大動脈バルーンパンピング法（IABP法）

腹腔鏡下副腎摘出術（内視鏡手術用支援機器を用い
るもの）
腹腔鏡下副腎髄質腫瘍摘出術（褐色細胞腫）（内視
鏡手術用支援機器を用いるもの）

経皮的循環補助法（ポンプカテーテルを用いたもの）
腹腔鏡下腎悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を
用いるもの）

補助人工心臓
腹腔鏡下尿管悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機
器を用いるもの）

小児補助人工心臓
腹腔鏡下腎盂形成手術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

植込型補助人工心臓(非拍動流型) 同種死体腎移植術

経皮的下肢動脈形成術 生体腎移植術

腹腔鏡下リンパ節群郭清術（傍大動脈） 膀胱水圧拡張術

腹腔鏡下リンパ節群郭清術（側方） 腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術

骨盤内悪性腫瘍及び腹腔内軟部腫瘍ラジオ波焼灼
療法

腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機
器を用いる場合）

膀胱頸部形成術（膀胱頸部吊上術以外）、埋没陰茎
手術及び陰嚢水腫手術（鼠径部切開によるもの）

麻酔管理料（Ⅱ）の注2に規定する周術期薬剤管理加
算

精巣内精子採取術 放射線治療専任加算

腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援
機器を用いるもの）

外来放射線治療加算

腹腔鏡下仙骨膣固定術 遠隔放射線治療計画加算

腹腔鏡下腟式子宮全摘術（内視鏡手術用支援機器を
用いる場合）

高エネルギー放射線治療

腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに限る。） 1回線量増加加算

腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮頸がんに限る。） 強度変調放射線治療（IMRT）

腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに対して内
視鏡手術用支援機器を用いる場合）

画像誘導放射線治療加算（IGRT）

腹腔鏡下子宮瘢痕部修復術 体外照射呼吸性移動対策加算

胎児胸腔・羊水腔シャント術 定位放射線治療

胎児輸血術 定位放射線治療呼吸性移動対策加算



胃瘻造設術(経皮的内視鏡下胃瘻造設術、腹腔鏡下
胃瘻造設術を含む。) (医科点数表第2章第10部手術
の通則の16に掲げる手術)

粒子線治療

医科点数表第2章第10部手術の通則の19に規定する
手術（遺伝性乳癌卵巣癌症候群患者に対する乳房切
除術に限る。）

粒子線治療適応判定加算

医科点数表第2章第10部手術の通則の19に規定する
手術（遺伝性乳癌卵巣癌症候群患者に対する子宮附
属器腫瘍摘出術）

粒子線治療医学管理加算

輸血管理料1 画像誘導密封小線源治療加算

貯血式自己血輸血管理体制加算 保険医療機関間の連携による病理診断

コーディネート体制充実加算
保険医療機関間の連携におけるデジタル病理画像に
よる術中迅速病理組織標本作製

同種クリオプレシピテート作製術
保険医療機関間の連携におけるデジタル病理画像に
よる迅速細胞診

人工肛門・人工膀胱造設術前処置加算 病理診断管理加算2

胃瘻造設時嚥下機能評価加算 悪性腫瘍病理組織標本加算

歯周組織再生誘導手術 クラウン・ブリッジ維持管理料

広範囲顎骨支持型装置埋入手術 麻酔管理料（Ⅰ）

歯根端切除手術の注３に規定する
麻酔管理料（Ⅰ）の注5に規定する周術期薬剤管理加
算

麻酔管理料（Ⅱ）



7　診療報酬の算定方法に先進医療から採り入れられた医療技術

8　病理・臨床検査部門の概要

○１．臨床検査部門と病理診断部門は別々である。

剖検症例数（例） 19症例

剖検率（％） 5%

(注）2 　「症例検討会の開催頻度」及び「剖検の状況」欄には、前年度の実績を記入すること。

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・ 　・

(注) 1　特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入しなくともよいこと。
(注) 2　「施設基準等の種類」欄には、特定機能病院の名称の承認申請又は業務報告を行う３年前の４月以降に、診療報酬の算定
方法(平成二○年厚生労働省告示第五九号)に先進医療（当該病院において提供していたものに限る。）から採り入れられた医療技
術について記入すること。

臨床検査及び病理診断を実施する部門の状況

　・

高度の医療の提供の実績

　・

　・

　・ 　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

施　設　基　準　等　の　種　類 施　設　基　準　等　の　種　類

　・腹腔鏡下リンパ節群郭清術（側方） 　・

　・血漿交換療法の注2に規定する難治性高コレステロール血
症に伴う重度尿蛋白を呈する糖尿病性腎症に対するＬＤＬア
フェレシス療法

　・

　・

(注）1 　「臨床検査及び病理診断を実施する部門の状況」欄については、選択肢の１・２どちらかを選択する（○で囲む等）こと。

臨床部門が病理診断部門或いは臨床検査部門と開催
した症例検討会の開催頻度

週3回程度

　・

　・

剖　検　の　状　況

　２．臨床検査部門と病理診断部門は同一部門にまとめられている。

（様式第2）



高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

1  研究費補助等の実績

研究課題名 研究者代表者氏名 所属診療科名 金額（円） 補助元又は委託元

1
コロナ禍で戦う支援者のモラルを護る心理的支援技
術の開発研究

太刀川　弘和
茨城県災害・地域精神
医学研究センター

4,030,000
補　科学研究費補助金
　　 基盤研究(B)

2
社会的孤立の生成プロセス解明と介入法開発：健康
な「個立」を目指して」

太刀川　弘和
茨城県災害・地域精神
医学研究センター

22,915,100
委　JST/戦略的創造研究推
進事業（社会技術研究開発）

3
心の悩みに関するAIチャットボット導入に係る自殺予
防研究事業

太刀川　弘和
茨城県災害・地域精神
医学研究センター

1,000,000

委　茨城県
心の悩みに関するAIチャット
ボット導入に係る自殺予防研
究事業

4
移植筋膜の生着メカニズムの解明と再生医療を融合
した新しい移植法の開発

佐々木　薫 形成外科 1,300,000
補　科学研究費補助金
　　 基盤研究(C)

5
バイオフィルムの可視化に基づく新たな慢性創傷のプ
ロトコルの確率

相原　有希子 形成外科 1,170,000
補　科学研究費補助金
　　 基盤研究(C)

6
疎性結合組織生着メカニズムの解明〜重度四肢外傷
におけるFix&PAT確立へ〜

大島　純弥 形成外科 1,950,000
補　科学研究費補助金
　　 基盤研究(C)

7 ヒト造血幹細胞の不均一性の解明と機能制御 錦井　秀和 血液内科 1,430,000
補　科学研究費補助金
　　 基盤研究(C)

8
‘脂質の質’をターゲットとした新規白血病治療法の開
発

加藤　貴康 血液内科 2,000,000
補　一般社団法人日本血液
学会

9
本邦における初発急性前骨髄球性白血病に対する
ATRA・ATO併用分化誘導療法の確立

横山　泰久 血液内科 19,500,000
委　国立研究開発法人
　　 日本医療研究開発機構

10
一細胞解析を応用した新規T細胞の機能と誘導法の
探索

安部　佳亮 血液内科 2,000,000
補　公益財団法人
　　 上原記念生命科学財団

11
血管免疫芽球性T細胞リンパ腫における間質リモデリ
ングに関する研究

安部　佳亮 血液内科 6,500,000
委　国立研究開発法人
　　 日本医療研究開発機構

12
大規模マルチオミクス解析によるリンパ腫免疫環境変
化の探索

安部　佳亮 血液内科 1,000,000
補　公益財団法人
　　 先進医薬研究振興財団

13 濾胞性リンパ腫特異的免疫環境の探索 安部　佳亮 血液内科 1,000,000
補　公益財団法人
　　 ノバルティス科学振興財
団

14
脂質バランスによる白血病および造血幹細胞制御機
構の解明

加藤　貴康 血液内科 2,730,000
補　科学研究費補助金
　　 基盤研究(C)

15
治療関連骨髄異形成症候群/急性骨髄性白血病の分
子病態の解明

佐々木　裕哉 血液内科 1,300,000
補　科学研究費補助金
　　 若手研究

16
悪性リンパ腫における異常間質細胞の多様性と臨床
的特性の解明

坂田　麻実子 血液内科 19,890,000
委　国立研究開発法人
   　日本医療研究開発機構

17 悪性リンパ腫の三次元間質細胞アトラスの構築 坂田　麻実子 血液内科 3,000,000
補　公益財団法人
   　上原記念生命科学財団

18
異常間質細胞を軸とする微小環境ネットワークによる
リンパ腫の支持機構の解明

坂田　麻実子 血液内科 3,380,000
補　科学研究費補助金
　　 基盤研究(B)

19 加齢を素因とする悪性リンパ腫の発症機序の解明 坂田　麻実子 血液内科 10,000,000
補　一般財団法人
   　化学及血清療法研究所

20
血液学および腫瘍内科学関連分野に関する学術研究
動向

坂田　麻実子 血液内科 1,560,000
委　独立行政法人
   　日本学術振興会

21
血管免疫芽球性T細胞リンパ腫の血管多様性の解明
と治療戦略

坂田　麻実子 血液内科 35,100,000
委　国立研究開発法人
   　日本医療研究開発機構

（様式第3）



22
固形がんにおけるゲノム異常のある微小環境ーがん
細胞ネットワークの同定

坂田　麻実子 血液内科 3,250,000
補　科学研究費補助金
　 　挑戦的研究(萌芽)

23
微小環境のリモデリングを基盤とした悪性リンパ腫の
発症機序の統合的解析

坂田　麻実子 血液内科 30,000,000
補　公益財団法人
   　武田科学振興財団

24
急性骨髄性白血病において非腫瘍細胞が果たす役
割の解明

坂本　竜弘 血液内科 910,000
補　科学研究費補助金
　　 若手研究

25
造血不全における造血支持細胞異常と赤芽球島形成
障害の解明

小原　直 血液内科 1,690,000
補　科学研究費補助金
　　 基盤研究(C)

26
シングルセル解析によるT濾胞ヘルパー細胞リンパ腫
の治療抵抗性獲得機序の解明

須磨　桜子 血液内科 2,730,000
補　科学研究費補助金
　　 若手研究

27
脂肪酸伸長を起点とする血液脂質学の開拓および白
血病治療戦略

千葉　滋 血液内科 17,030,000
補　科学研究費補助金
　　 基盤研究(A)

28
T細胞リンパ腫の血管構造の一細胞解析による多様
性解明及び標的治療開発

服部　圭一朗 血液内科 3,000,000
補　公益財団法人
   　高橋産業経済研究財団

29
中枢神経原発悪性リンパ腫の発症を支持する脳内免
疫環境細胞の同定

服部　圭一朗 血液内科 2,340,000
補　科学研究費補助金
　　 若手研究

30
健常人単一細胞解析カタログを用いたクローン性造
血の早期診断パネルの作成

槇島　健一 血液内科 2,600,000
補　科学研究費補助金
　　 若手研究

31
耐圧強度・組織追従性に優れた生体親和性呼吸器外
科用接着剤の開発

佐藤　幸夫 呼吸器外科 4,550,000
補　科学研究費補助金
　　 基盤研究(C)

32
霊長類術後ARDSモデルを用いた発症メカニズムの探
求と予防への応用

後藤　行延 呼吸器外科 1,040,000
補　科学研究費補助金
　 　挑戦的研究(萌芽)

33
シェーグレン症候群における病原性T細胞の解析と治
療標的分子の探索

安部　沙織
膠原病リウマチアレル
ギー内科

1.430,000
補  科学研究費補助金
     （研究活動スタート支援）

34
関節リウマチにおけるシトルリン化ITIH4の臨床的意
義および病因的意義の検討

大山　綾子
膠原病リウマチアレル
ギー内科

2.340,000
補　科学研究費補助金
　　 若手研究

35
自己免疫性関節炎に関与する自己抗体産生B細胞の
分化および機能制御機構の解析

近藤　裕也
膠原病リウマチアレル
ギー内科

1,300,000
補　科学研究費補助金
　　 基盤研究(C)

36
IgG4関連疾患におけるRNA-Seqを用いた遺伝子発現
解析と新規治療標的の開発

坪井　洋人
膠原病リウマチアレル
ギー内科

1,300,000
補　科学研究費補助金
　　 基盤研究(C)

37
ケモカインCcl8-Ccr8経路を介したIgG4関連疾患の新
規治療戦略

本田　文香
膠原病リウマチアレル
ギー内科

1.430.000
補　科学研究費補助金
　　 基盤研究(C)

38
関節リウマチにおける濾胞性制御性T細胞の機能と疲
弊の解明

松本　功
膠原病リウマチアレル
ギー内科

5,070,000
補　科学研究費補助金
     基盤研究(B)

39
炎症性サイトカインLIGHTの気道リモデリングと気道
過敏性亢進における機能の解明

三木　春香
膠原病リウマチアレル
ギー内科

2,080,000
補　科学研究費補助金
　　 基盤研究(C)

40
気道平滑筋の制御異常と気道過敏性を標的とした難
治性喘息の新規治療開発

三木　春香
膠原病リウマチアレル
ギー内科

1.430.000
補  科学研究費補助金
     （研究活動スタート支援）

41
唾液腺の細胞間相互作用に着目したSjogren症候群
の病態解明

浅島　弘充
膠原病リウマチアレル
ギー内科

1,690,000
補　科学研究費補助金
　　 基盤研究(C)

42
上皮性卵巣癌の妊孕性温存治療の対象拡大のため
の非ランダム化検証的試験

佐藤　豊実 産科・婦人科 3,510,000
委　国立研究開発法人
　　 日本医療研究開発機構

43
認知行動療法と薬物療法による多職種連携の妊娠・
授乳期の睡眠改善プログラムの開発

小畠　真奈 産科・婦人科 650,000
補　科学研究費補助金
　　 基盤研究(C)

44
HPV E7 mRNA特異的機序を標的とする新規子宮頚
癌予防・治療法の開発

秋山　梓 産科・婦人科 330,000
補　科学研究費補助金
　　 基盤研究(C)

45
女性アスリートが最良のライフスタイルを獲得するた
めに ～産婦人科医の立場から～

中尾　砂理 産科・婦人科 520,000
補　科学研究費補助金
　　 若手研究



46
Cell free DNAを用いたLynch症候群の新たなリスク低
減手法の探索

志鎌　あゆみ 産科・婦人科 300,000
補　科学研究費補助金
　　 若手研究

47 脳波測定により妊娠中の睡眠を評価する 阿部　春奈 産科・婦人科 260,000
補　科学研究費補助金
　　 若手研究

48
NASH発症進展におけるp62の役割 - 脂肪酸代謝の
臓器連関から視た解析

岡田　浩介 消化器内科 4,290,000
補　科学研究費補助金
　　 基盤研究(C)

49
NASHにおける肝発癌機構の解明と抗酸化nano-
medicineによる発癌抑止

鈴木　英雄 消化器内科
5,850,000

（2022年度）
補　科学研究費補助金
     基盤研究(B)

50
炎症性腸疾患における腸管上皮障害評価システムの
構築

小林　真理子 消化器内科 4,290,000
補　科学研究費補助金
　　 基盤研究(C)

51
医師臨床研修における就業環境と研修内容およびス
トレスに関する全国調査

瀬尾　恵美子 消化器内科 4,160,000
補　科学研究費補助金
　　 基盤研究(C)

52
独自に構築した回腸嚢炎内視鏡的サブタイプの層別
解析による病態解明

秋山 　慎太郎 消化器内科 4,290,000
補　科学研究費補助金
　　 基盤研究(C)

53
膵管癌・膵管内乳頭粘液性腫瘍に共通する分子機構
の同定による新規治療標的の開発

遠藤　壮登 消化器内科 4,680,000
補　科学研究費補助金
　　 基盤研究(C)

54
IBD上皮病態を基軸とした免疫チェックポイント阻害薬
関連腸炎の病態解明

山田　武史 消化器内科 4,290,000
補　科学研究費補助金
　　 基盤研究(C)

55
オルガノイド技術を用いた大腸癌に対するレゴラフェ
ニブ効果・耐性因子の同定

森脇　俊和 消化器内科 4,160,000
補　科学研究費補助金
　　 基盤研究(C)

56
ヒト幹細胞運命可変機構解明による体内臓器転換法
の開発

土屋　輝一郎 消化器内科 6,500,000
補 科学研究費補助金
   挑戦的研究（萌芽）

57
組織学的治癒を目指したIBD病態リセット機構の解明
研究期間2021.4.1-2024.3.31

土屋　輝一郎 消化器内科
5,850,000

（2022年度）
補　科学研究費補助金
　　 基盤研究(B)

58 難治性炎症性腸管障害に関する調査研究 土屋　輝一郎 消化器内科 200,000
補　厚生労働科学研究費補
助金（難治性疾患政策研究
事業）

59 クローン病における病変部特異的形成機構の解明 奈良坂　俊明 消化器内科 4,550,000
補　科学研究費補助金
　　 基盤研究(C)

60
肝細胞のp62は如何にしてNASHを防御するか？- 基
礎と臨床両面からの解析

福田　邦明 消化器内科 4,290,000
補　科学研究費補助金
　　 基盤研究(C)

61
非アルコール性脂肪性肝疾患の腸肝連関における
Nrf2の役割解明

高山　敬子 消化器内科 4,550,000
補　科学研究費補助金
　　 基盤研究(C)

62
NASHにおけるferroptosisとNrf2-その関連と機能を臓
器連関の視点から解析する

長谷川　直之 消化器内科 4,550,000
補　科学研究費補助金
　　 基盤研究(C)

63
キレート材利⽤による画期的腸上⽪剥離システム開
発とその医療応⽤

土屋　輝一郎 消化器内科 6,500,000
委　国立研究開発法人日本
医療研究開発機構 医療機
器等研究成果展開事業

64
CARD11遺伝子変異に基づくアトピー性皮膚炎の病
態・臨床像の解明

稲葉　正子 小児科 390,000
補　科学研究費補助金
　　 基盤研究(C)

65
てんかん患者のQOLの向上を目指して～認知機能と
微細神経学的徴候との関連～

榎園　崇 小児科 1,820,000
補　科学研究費補助金
　　 若手研究

66
超早産児における脂肪酸分画に注目した栄養評価と
予後改善の治療戦略の検討

金井　雄 小児科 1,040,000
補　科学研究費補助金
　　 若手研究

67
ヒト型NAFLD/NASH動物モデルを用いた水素の奏効
メカニズム解明

齋藤　誠 小児科 800,000
補　科学研究費補助金
　　 基盤研究(C)

68
ステルス型RNAベクターを用いた遺伝性造血系疾患
に対する新規遺伝子治療法の開発

高田　英俊 小児科 3,120,000
補　科学研究費補助金
　　 基盤研究(B)

69
若年先天性心疾患患者のサルコペニアとリハビリーテ
ンション介入に関する研究

野崎　良寛 小児科 1,430,000
補　科学研究費補助金
　　 若手研究



70
先天性心疾患教育への効率的な3D心臓モデル活用
の探索

野崎　良寛 小児科 500,000
補　公益財団法人医学教育
振興財団研究助成

71
早産児に対する医療環境からのVOC曝露に関する調
査

日高　大介 小児科 1,560,000
補　科学研究費補助金
　　 基盤研究(C)

72
小児と成人を診療している医療者間の死生観ギャップ
を知るための意識調査～よりよい在宅医療への移行
を目指して

福島　紘子 小児科 850,000 補　勇美記念財団研究助成

73
新生児医療における環境中の揮発性有機化合物の
影響と対策

藤山　聡 小児科 2,000,000
補　AMED橋渡し研究プログ
ラム シーズA

74
新生児医療における環境中の揮発性有機化合物の
影響と対策

藤山　聡 小児科 1,683,000
補　AMED橋渡し研究プログ
ラム成果導出強化支援

75
胎児の炎症性疾患に免疫寛容がおよぼす影響―出
生コホート研究―

藤山　聡 小児科 260,000
補　科学研究費補助金
　　 若手研究

76
災害時小児周産期リエゾンと連携した医療的ケア児
の災害支援ネットワークの構築

宮園　弥生 小児科 500,000 補　勇美記念財団研究助成

77
Alagille症候群の肝外合併症および成人期診療の全
国実態調査と診療ガイドライン作成

森田　篤志 小児科 1,000,000
補　川野小児医学奨学財団
研究助成

78
救急隊により初期対応された病院前出生児に関する
多施設共同研究

花木　麻衣 小児科
0

(産休中によ
り）

補　科学研究費補助金
　 　研究活動スタート支援

79
有核赤血球による胎児および新生児の免疫抑制機構
の解明

竹内　秀輔 小児科 780,000
補　科学研究費補助金
　　 若手研究

80
神経膠腫に対するポルフィリン化合物による放射線力
学療法・免疫療法の併用療法の開発

石川　栄一 脳神経外科 1,170,000
補　科学研究費補助金
　　 基盤研究(C)

81

Development of a novel multifunctional
nanoliposome-based system for maintaining active
agent concentration in tumor tissue during boron-
neutron capture therapy

ザボロノク　アレクサ
ンドル

脳神経外科 1,300,000
補　科学研究費補助金
　　 基盤研究(C)

82
悪性神経膠腫における腫瘍浸潤白血球と三次リンパ
様構造の解明

杉井　成志 脳神経外科 1,430,000
補　科学研究費補助金
　　 若手研究

83
歯髄幹細胞由来の中枢神経原基を用いた機能的脳
脊髄神経の再生医療法の創出

丸島　愛樹 脳神経外科 6,240,000
補　科学研究費補助金
　 　挑戦的研究(萌芽)

84
脳性麻痺等の発達期非進行性運動機能障害児に対
する身体運動 機能の向上を目指した小児用下肢装
着型治療ロボットの開発と検証的医師主導治験

丸島　愛樹 脳神経外科 55,400,000
委　AMED/医療機器開発推
進研究事業

85

Evaluation of engraftable regenerative medicine
products such as a neuronal bundle from the dental
polp-derived Universal Donor Cell(UDC) iPSCs for
allogeneic transplantation

丸島　愛樹 脳神経外科 9,424,242
委　Universal Cells, Inc. 共同
研究

86
血管新生阻害剤徐放性人工硬膜による脳動静脈シャ
ント疾患に対する新規治療の確立

伊藤　嘉朗 脳神経外科 1,690,000
補　科学研究費補助金
　　 基盤研究(C)

87
新規のレドックスインジェクタブルゲルを併用した急性
期脳損傷に対する再生医療

高橋　利英 脳神経外科 3,121,000
補　科学研究費補助金
　　 若手研究

88
レドックスナノ粒子による脳梗塞再灌流障害治療およ
び再生医療への有効性の検討

細尾　久幸 脳神経外科 1,690,000
補　科学研究費補助金
　　 若手研究

89
自律神経と脳幹機能に着目したスポーツ脳振盪に対
する運動効果の解明

室井　愛 脳神経外科 910,000
補　科学研究費補助金
　　 基盤研究(C)

90
歯髄ミューズ細胞から分化誘導した自家移植可能な
脳原基を用いた新規再生医療の創生

小松　洋治 脳神経外科 780,000
補　科学研究費補助金
　　 基盤研究(C)

91
不活化ウイルス粒子を用いた悪性髄膜腫に対する革
新的核酸療法の開発

松田　真秀 脳神経外科 1,300,000
補　科学研究費補助金
　　 基盤研究(C)

92 活性酸素を介した新たな抗がん剤治療増強法 上月　暎浩 脳神経外科 1,430,000
補　科学研究費補助金
　　 若手研究

93
中性子捕捉療法のための平面三配位ホウ素化合物
の開発研究

鶴淵　隆夫 脳神経外科 1,430,000
補　科学研究費補助金
　　 基盤研究(C)



94
脳腫瘍領域における臨床評価手法に関するレギュラト
リーサイエンス研究

渡邉　真哉 脳神経外科 5,720,000
補　AMED　医薬品等規制調
和・評価事業

95
分化誘導神経系細胞より作製する血管内在神経束を
用いた生着型新規再生医療の創出

渡邉　真哉 脳神経外科 1,430,000
補　科学研究費補助金
　　 若手研究

96
頭蓋底脊索腫幹細胞に対する新規治療標的遺伝子
の検索

木野　弘善 脳神経外科 1,690,000
補　科学研究費補助金
　　 若手研究

97 生体内レドックス反応を制御するナノメディシンの創出 丸島　愛樹 脳神経外科 7,970,000
委　JST創発的研究支援事
業

98 血管内脳波測定デバイスに関する初期臨床検討 松丸　祐司 脳卒中科 4,306,230
委　AMED/医療機器開発推
進研究事業

99
歯髄由来神経系細胞と血管内在神経束による脳脊髄
疾患に対する生着型再生医療の開発

松丸　祐司 脳卒中科 5,330,000
補　科学研究費補助金
　　 基盤研究(B)

100
NIRO-PulseによるPrehospitalでの脳主幹動脈閉塞診
断技術の開発

奥根　祥 脳卒中科 1,300,000
補　科学研究費補助金
　　 基盤研究(C)

101

局所限局性前立腺癌中リスク症例に対する陽子線治
療の多施設共同臨床試験と局所限局性前立腺癌に
対する強度変調放射線治療の多施設前向き観察研
究

櫻井　英幸 放射線腫瘍科 6,000,000
委　国立研究開発法人
   　日本医療研究開発機構

102
初発悪性神経膠腫に対する新型高出力中性子線源
を用いたホウ素中性子捕捉療法の安全性試験

櫻井　英幸 放射線腫瘍科 100,110,000
委　国立研究開発法人
   　日本医療研究開発機構

103
超低侵襲リアルタイムアダブティブ（RA)放射線治療の
実現

櫻井　英幸 放射線腫瘍科 57,600,000
委　国立研究開発法人
   　日本医療研究開発機構

104
陽子線照射で発生するMHz音響波の医療用超音波プ
ローブによる計測

照沼　利之 放射線腫瘍科 520,000
補　科学研究費補助金
　　 基盤研究(C)

105
深層学習を利用したEPIDによる腫瘍監視システムの
開発と人体ファントムによる精度評価

守屋　駿佑 放射線腫瘍科 2,470,000
補　科学研究費補助金
　　 若手研究

106
筋の酸化ストレス応答転写因子Nrf2は筋-肝連関を介
してNASH・肝癌を抑止する

磯辺　智範 放射線腫瘍科 5,070,000
補　科学研究費補助金
　　 基盤研究(B)

107
筋細胞Nrf2の脂肪性肝炎に対する防御効果 - 筋由
来損傷ミトコンドリア輸送に着目する

磯辺　智範 放射線腫瘍科 3,250,000
補　科学研究費補助金
　 　挑戦的研究(萌芽)

108
ホウ素中性子捕捉療法用中性子照射装置の中性子
ビーム特性評価の標準化に関する研究開発

熊田　博明 放射線腫瘍科 2,300,000
委　国立研究開発法人
   　日本医療研究開発機構

109
多面的癌制御でBNCTのさらなる治療効果向上を目
指すホウ素ナノ粒子の研究

沼尻　晴子 放射線腫瘍科 1,950,000
補　科学研究費補助金
　　 基盤研究(C)

110
DNA損傷バイオマーカーを利用した放射線治療の効
果・有害事象予測に関する基盤研究

水本　斉志 放射線腫瘍科 650,000
補　科学研究費補助金
　　 基盤研究(C)

111
小児腫瘍に対する陽子線治療後の成長障害予測と可
視化に関する基礎研究

大城　佳子 放射線腫瘍科 3,120,000
補　科学研究費補助金
　　 基盤研究(C)

112
臨床画像と人工知能を用いた頭頚部癌の放射線治療
の最適な治療戦略の選択に関する研究

馬場　敬一郎 放射線腫瘍科 1,690,000
補　科学研究費補助金
　　 若手研究

113
NMDA受容体シグナル抑制と温熱療法併用放射線治
療での膵臓癌の克服

飯泉　天志 放射線腫瘍科 1,430,000
補　科学研究費補助金
　　 基盤研究(C)

114
BNCTの患者位置変動に追従する高精度照射システ
ムの開発

熊田　博明 放射線腫瘍科 2,860,000
補　科学研究費補助金
　　 基盤研究(B)

115
国際標準計測機器による各国のBNCT装置の中性子
ビームの測定と国際比較評価

熊田　博明 放射線腫瘍科 3,380,000
補　科学研究費補助金
　　 国際共同研究加速基金
     (国際共同研究強化(B))

116
未来型BNCTの普及・適応拡大に適した高効率・安全
性を有する超分子製剤の検証

松本　孔貴 放射線腫瘍科 1,430,000
補　科学研究費補助金
　　 基盤研究(C)

117
粒子線治療において国際的に活躍できるマルチタレン
トの養成

榮　武二
陽子線医学利用研究
センター

6,650,000
補　研究戦略イニシアティブ
推進機構 戦略イニシアティ
ブ（S)



118
がん治療における抗体医薬品の治療薬物モニタリン
グ法の構築

土岐　浩介 薬剤部 1,430,000
補　科学研究費補助金
　　 基盤研究(C)

119
慢性骨髄性白血病患者を対象とした経口分子標的薬
の来院不要な治療評価体制の構築

向　祐志 薬剤部 1,430,000
補　科学研究費補助金
　　 若手研究

120
血中及び唾液中濃度解析によるパクリタキセルの薬
物相互作用の解明と個別化投与設計

竹内　徹也 薬剤部 470,000
補　科学研究費補助金
　 　奨励研究

121
適切な保険診療実施記録の視点での「電子カルテ」シ
ステムの研究

大原　信 医療情報経営戦略部 1,100,000
補　科学研究費補助金
　　 基盤研究(C)

122
情報共有に必要十分な診療録を判別する定量的な尺
度の開発：次世代電子カルテに向けて

香川　璃奈 医療情報経営戦略部 520,000
補　科学研究費補助金
　　 若手研究

123 認知的デジタル格差を解消する診断支援AIシステム 香川　璃奈 医療情報経営戦略部 2,000,000
委　独）科学技術振興機構
　　 さきがけ

124
「医師の認知バイアスを軽減して誤診を減らす AI ナッ
ジシステム」に対する研究助成

香川　璃奈 医療情報経営戦略部 1,000,000

委　公益財団法人
　　 テルモ生命科学振興財
団
　　 寄附金

125 脊柱靭帯骨化症に関する調査研究 山崎　正志 整形外科 24,000,000

補 厚生労働科学研究費補
助金

(難治性疾患政策研究事
業)

126
リアルサイバースポーツ環境を作るコミュニケーション
ロボット

山崎　正志 整形外科 1,650,000
委　国立研究開発法人
   　日本医療研究開発機構

127
マグネシウム合金を用いた新規生体吸収性脊椎ケー
ジ・骨補填材の開発

三島　初 整形外科 2,000,000
委　国立研究開発法人
   　日本医療研究開発機構

128
自家筋膜周囲組織と間葉系幹細胞移植を用いた難治
性巨大骨欠損治療法の開発

三島　初 整形外科 1,560,000
補　科学研究費補助金
　　 基盤研究(C)

129
免疫受容体制御による新たな急性脊髄損傷治療体系
の確立

高橋　宏 整形外科 1,820,000
補　科学研究費補助金
　　 基盤研究(C)

130
生体電位信号網の情報伝達様式に基づく麻痺肢運動
改善技術の開発とその臨床有効性研究

門根　秀樹 整形外科 3,640,000
補　科学研究費補助金
　　 基盤研究(B)

131
小中学校における成長発育期運動器機能障害に対
する介入プログラム

鎌田　浩史 整形外科 1,060,364
補　科学研究費補助金
　　 基盤研究(C)

132
小中学生の運動器機能障害の縦断的評価と実践プロ
グラム 鎌田　浩史 整形外科 1,170,000

補　科学研究費補助金
　　 基盤研究(C)

133
ジャンパー膝の予防と早期治療介入の検証～超音波
とMRIを用いた検診の前向き研究～

西野　衆文 整形外科 520,000
補　科学研究費補助金
　　 基盤研究(C)

134
FGF担持ハイドロキシアパタイトコーティングによる次
世代脊椎ケージの研究

野口　裕史 整形外科 2,600,000
補　科学研究費補助金
　　 基盤研究(C)

135
経皮的に設置可能な脊椎内固定器具（トランスバース
固定器）の開発

野口　裕史 整形外科 3,000,000
補 国立研究開発法人日本
医療研究開発機構

136
三次元動作解析と深層学習を用いた歩行解析に基づ
いた高齢者の腰痛症の病態解明

三浦　紘世 整形外科 1,430,000
補　科学研究費補助金
　　 若手研究

137
廃用症候群患者のADL向上に向けたHAL腰タイプを
用いたロボットリハビリテーションの安全性および有効
性の検討-多施設前向き非盲検化比較試験-

三浦　紘世 整形外科 1,100,000
補 公益財団法人 三井住
友海上福祉財団

138
三次元動作解析と深層学習を組み合わせた歩行動作
解析による腰痛症の遠隔診断システムの構築

三浦　紘世 整形外科 1,500,000
補 公益財団法人 高橋産
業経済研究財団

139
三次元動作解析と深層学習を組み合わせた歩行解析
による高齢者ロコモティブシンドロームの転倒リスクを
遠隔診断するシステムの開発

三浦　紘世 整形外科 1,000,000
補 公益財団法人 鈴木謙
三記念医科学応用研究財団

140
神経修復術後の神経再生を妨げない至適神経縫合
法の開発

井汲　彰 整形外科 1,820,000
補　科学研究費補助金
　　 若手研究

141 感染しない創外固定ピンの研究開発 十時　靖和 整形外科 910,000
補　科学研究費補助金
　　 基盤研究(C)



142
社会共感力涵養のためのらせん型医学教育プログラ
ムの開発と効果の検証

高屋敷　明由美 総合診療科 3,900,000
補　科学研究費補助金
　　 基盤研究(C)

143
アルコール健康障害に係る地域医療連携等の効果検
証および関係者連携会議の実態調査に関する研究

吉本　尚 総合診療科 6,000,000
補　厚生労働省
令和5年度障害者総合福祉
推進事業

144
微アルコール飲料を用いたアルコール過剰飲酒者へ
の効果的な介入に関する検証

吉本　尚 総合診療科 4,680,000
補　科学研究費補助金
　　 基盤研究(C)

145
在宅医療提供体制と在宅医療受療率の地域格差と経
年変化に関する研究

孫　瑜 総合診療科 999,000
補　医療経済研究機構

若手研究者育成研究助
成

146
COVID-19パンデミックによる在宅医療受療者の特徴
と提供体制の変化を明らかにするための研究

孫　瑜 総合診療科 688,000

補　勇美記念財団
在宅医療等推進のための調
査研究等への助成一般公募
「在宅医療推進のための研
究」

147
卒前教育から生涯教育に至るシームレスな総合診療
医の養成・確保に関する研究

前野　哲博 総合診療科 10,400,000
補　厚生労働省
政策科学総合研究事業（政
策科学推進研究事業）

148 アジア文化に即したアドバンス・ケア・プラ 木澤　義之 緩和支持治療科 2,080,000
補　科学研究費補助金
(国際共同研究強化(B))

149 人生の最終段階における医療・ケア体制整備 木澤　義之 緩和支持治療科 40,000,000 委　受託事業

150
地域における効率的・効果的な緩和ケア専門家への
コンサルテーション体制整備のための研究

木澤　義之 緩和支持治療科 11,000,000 補　厚生労働科学研究費

151
アドバンス・ケア・プランニングを始める時期が客観的
にわかる方法の開発と効果の検証

濵野　淳 緩和支持治療科 4,940,000
補　科学研究費補助金
　　 基盤研究(B)

152
緩和ケアを実践する看護師の共感満足と質の高い終
末期ケアを両立できる職場環境

東端　孝博 緩和支持治療科 2,959,115
補　科学研究費補助金
　　 若手研究

153
巣状糸球体硬化症病変形成における内皮細胞障害・
ポドサイト障害での内因性炎症の関与

山縣　邦弘 腎臓内科 1,300,000
補　科学研究費補助金
　　 基盤研究(C)

154
革新技術を駆使し骨髄臓器連関からアプローチする
加齢性疾患発症と臓器老化機構の解明

臼井　丈一 腎臓内科 5,070,000
補　科学研究費補助金
　　 基盤研究(B)

155
高齢ドナー腎臓若返りを目指す抗老化ワクチン・
CAR-T細胞療法開発のための基盤研究

臼井　丈一 腎臓内科 2,210,000
補　科学研究費補助金
　 　挑戦的研究(萌芽)

156 近位尿細管転写因子制御による痛風腎の進行防御 森戸　直記 腎臓内科 1,560,000
補　科学研究費補助金
　　 基盤研究(C)

157
糸球体上皮細胞特異的転写因子MAFB変異による巣
状糸球体硬化症発症メカニズム解析

臼井　俊明 腎臓内科 1,170,000
補　科学研究費補助金
　　 若手研究

158
革新的骨髄移植と老化トレーサー実験による加齢性
疾患発症機序解明と臓器若返りの試み

高橋　真由美 腎臓内科 800,000
補　科学研究費補助金
　　特別研究員奨励費

159 血管系を有する横紋筋再生 瓜田　泰久 小児外科 1,170,000
補　科学研究費補助金
　　 基盤研究(C)

160 小児外科領域の革新的極細径内視鏡シリーズ 神保　教広 小児外科 1,430,000
補　科学研究費補助金
　　 基盤研究(C)

161
変異菌と特殊発酵法により開発したMK-7低減化納豆
の市販化に向けた多施設臨床試験

平松　祐司 心臓血管外科 1,170,000
補　科学研究費補助金
　　 基盤研究(C)

162
大動脈二尖弁に合併するBicuspid aortopathyにおけ
るメカノトランスダクションの解明

徳永　千穂 心臓血管外科 2,210,000
補　科学研究費補助金
　 　挑戦的研究(萌芽)

163
医学とアートが融合した新感覚の周術期プリパレー
ションツールの開発

松原　宗明 心臓血管外科 780,000
補　科学研究費補助金
　　 若手研究

164
乳がんのネオアンチゲンにおけるHLA Class II拘束性
ペプチドの網羅的探索

坂東　裕子
乳腺甲状腺内分泌外

科
1,430,000

補　科学研究費補助金
　　 基盤研究(C)



165
甲状腺未分化癌に対する新規免疫療法の開発のた
めの研究

井口　研子
乳腺甲状腺内分泌外

科
650,000

補　科学研究費補助金
　　 基盤研究(C)

166
妊娠関連乳癌の病態解明と治療ターゲット探索を目
指した網羅的遺伝子解析

橋本　幸枝
乳腺甲状腺内分泌外

科
1,430,000

補　科学研究費補助金
　 　研究活動スタート支援

167
圧迫療法による化学療法誘発性末梢神経障害予防
の臨床研究

岡﨑　舞
乳腺甲状腺内分泌外

科
1,430,000

補　科学研究費補助金
　　 若手研究

168
腫瘍免疫応答を抑制する可溶型免疫受容体を標的と
した新規がん免疫療法の基盤開発

松尾　知平
乳腺甲状腺内分泌外

科
1,430,000

補　科学研究費補助金
　 　研究活動スタート支援

169
協調機器学習の導入による効率的かつrobustな眼科
ビックデータ・AIシステムの構築

大鹿　哲郎 眼科 13,910,000
補　科学研究費補助金
　　 挑戦的開拓（研究）

170
新しい算術アルゴリズムによる眼科映像鮮明化・復元
高解像度化

大鹿　哲郎 眼科 8,970,000
補　科学研究費補助金
　　 基盤研究(B)

171
自己修復性親水性タンポナーデによる網膜剥離治療
及び予防を目指した基盤研究

星　崇仁 眼科 910,000
補　科学研究費補助金
　　 基盤研究(C)

172
ヒト前房水のシュレム管・集合管・房水静脈における
房水動態の解明

上野　勇太 眼科 520,000
補　科学研究費補助金
　　 若手研究

173
ボロン酸とヒアルロン酸の動的結合を利用した新規眼
内DDSの開発

村上　智哉 眼科 1,430,000
補　科学研究費補助金
　　 若手研究

174 胸膜レンズ型眼内照明機器の開発 森川　翔平 眼科 2,470,000
補　科学研究費補助金
　　 若手研究

175
エピジェネティクス制御によるダイレクトリプログラミン
グ亢進とライブイメージング

福田　慎一 眼科 5,590,000
補　科学研究費補助金
　　 基盤研究(B)

176 老化と神経細胞へのダイレクトリプログラミング 福田　慎一 眼科 14,690,000
補　科学技術振興機構
　　 創発的研究支援事業

177
計算光学顕微鏡による生きた組織の機能イメージン
グ

福田　慎一 眼科 11,700,000 補　JST CREST

178
ダイレクトリプログラミングにより網膜神経節細胞を再
生させる新規緑内障治療法の開発

福田　慎一 眼科 32,500,000 補　日本医療研究開発機構

179 眼科癒着防止材を用いた緑内障手術材料の開発 星　崇仁 眼科 13,090,000
補　日本医療研究開発機構
　　 橋渡し研究事業

180 前眼部疾患AI診断支援システムに関する研究 上野　勇太 眼科 52,000,000
補　日本医療研究開発機構
　　橋渡し研究事業

181
低酸素ニッチによる膵癌悪性形質責任細胞の3Dオル
ガノイドライブラリー

中橋　宏充 消化器外科 1,430,000
補　科学研究費補助金
　 　研究活動スタート支援

182
血中循環腫瘍細胞をレクチンで捕獲する新規回収法
と診断技術の開発

下村　治 消化器外科 1,560,000
補　科学研究費補助金
　　 基盤研究(C)

183
直視下手術における自由視点映像技術(Surgical
Arena 360)による外科教育

北口　大地 消化器外科 2,730,000
補　科学研究費補助金
　　 若手研究

184
比較的予後良好である残膵癌の遺伝子的特徴につい
ての検討

土井　愛美 消化器外科 520,000
補　科学研究費補助金
　　 基盤研究(C)

185
Galectinファミリーによるサルコペニア評価法・リハビリ
テーション法の開発

榎本　剛史 消化器外科 1,300,000
補　科学研究費補助金
　　 基盤研究(C)

186
多視点カメラのAI制御による開腹手術ナビゲーション
システム開発

橋本　真治 消化器外科 390,000
補　科学研究費補助金
　　 基盤研究(C)

187
腎移植後の免疫抑制強度を反映する評価指標の探
索

大和田　洋平 消化器外科 1,430,000
補　科学研究費補助金
　　 若手研究

188
腎移植後の免疫抑制強度を反映する評価指標の探
索

古屋　欽司 消化器外科 1,040,000
補　科学研究費補助金
　　 若手研究



189 膵液瘻予防を目的とした閉鎖陰圧療法の開発 久倉　勝治 消化器外科 1,300,000
補　科学研究費補助金
　　 基盤研究(C)

190
糖鎖―レクチン反応と光免疫療法の融合による新規
癌治療

小田　竜也 消化器外科 4,550,000
補　科学研究費補助金
　　 基盤研究(B)

191
レクチンイメージング：糖結合蛋白による革新的なが
ん画像診断

小田　竜也 消化器外科 9,360,000
補　科学研究費補助金
　　 基盤研究(B)

192
臨床膵癌の「一細胞遺伝子糖鎖同時解析」によるCAF
の治療標的糖鎖の探索

宮﨑　貴寛 消化器外科 1,560,000
補　科学研究費補助金
　　 若手研究

193
非コントロール高血圧症の周術期の危険性に関する
後方視的観察研究

福田　妙子 麻酔科 1,690,000
補　科学研究費補助金
　　 基盤研究(C)

194
全身麻酔薬の腕傍核における侵害情報伝達への作
用の解明

山本　純偉 麻酔科 1,009,287
補　科学研究費補助金
　　 基盤研究(C)

195
経鼻インスリン投与の周術期認知機能障害に対する
効果とバイオマーカーの検討

中楯　陽介 麻酔科 1,950,000
補　科学研究費補助金
　　 基盤研究(C)

196
術後認知機能障害に対するβ遮断薬の有効性の検
討

田地　慶太郎 麻酔科 1,380,470
補　科学研究費補助金
　　 若手研究

197 先天性魚鱗癬における自然治癒機構の解明 乃村　俊史 皮膚科 5,070,000
補　科学研究費補助金
　　 基盤研究(B)

198
皮膚疾患を切り口にした新規変異mRNA分解機構の
解明

乃村　俊史 皮膚科 3,250,000
補　科学研究費補助金
　 　挑戦的研究(萌芽)

199
皮膚移植片対宿主病におけるレジデントメモリーT細
胞の病態進展・維持機構の解明

久保田　典子 皮膚科 2,340,000
補　科学研究費補助金
　　 若手研究

200
タンパク質合成速度の調節による遺伝性皮膚疾患発
症の分子基盤とその治療法の確立

杉山　誉人 皮膚科 1,170,000
補　科学研究費補助金
　　 特別研究員奨励費

201
先天性魚鱗癬の発病および正常化細胞発生による治
癒の分子基盤の解明とその新展開

杉山　誉人 皮膚科 1,690,000
補　科学研究費補助金
　　 若手研究

202
アトピー性皮膚炎を標的とする環状RNA医薬の基盤
構築と最適化

信田　理沙 皮膚科 1,950,000
補　科学研究費補助金
　　 若手研究

203
エリブリンにおける免疫細胞を介した抗腫瘍効果およ
びその免疫学的機序の解明

大矢　和正 皮膚科 1,430,000
補　科学研究費補助金
　 　研究活動スタート支援

204
認知症医療の進展に伴う社会的課題の検討のための
研究

新井　哲明 精神神経科 11,280,000

補　厚生労働行政推進調査
事業
（厚生労働科学特別研究事
業）

205
ウェブ会議システムおよびリモートアクセスを活用した
脳画像解析学習支援環境の開発

根本　清貴 精神神経科 1,300,000
補　科学研究費補助金
　　 基盤研究(C)

206
不登校・不適応学生に対するアウトリーチ・プログラム
の開発

白鳥　裕貴 精神神経科 910,000
補　科学研究費補助金
　　 若手研究

207
 HNF4α陽性肺腺癌の組織学的特徴を踏まえた、発
癌、転移、代謝のメカニズムの解明に関する研究

松原　大祐 病理診断科 4,550,000
補　科学研究費補助金
　　 基盤研究(B)

208
肺腺癌における胃腸上皮マーカーの発現と薬剤抵抗
性に関する検討に関する研究

河合　瞳 病理診断科 2,600,000
補　科学研究費補助金
　　 若手研究

209
気管支洗浄液中のCADM1 v8/9を対象にした診断的
有用性の検討に関する研究

村田　佳彦 病理診断科 480,000
補　科学研究費助成事業
     補助金

210
肺高悪性度神経内分泌癌におけるYAP1発現の臨床
病理学的検討

松岡　亮太 病理診断科 1,430,000
補　科学研究費補助金
　　 若手研究

211
神経細胞内オートファジー活性化機構に立脚したパー
キンソン病進行予防薬の開発

斉木　臣二 脳神経内科 4,550,000
補　科学研究費補助金
　　 基盤研究(B)

212
パーキンソン病発症起点としてのmicrobiome-gut連関
機構の解明

斉木　臣二 脳神経内科 3,250,000
補　科学研究費補助金
　 　挑戦的研究(萌芽)



213
パーキンソン病の発症前血液診断バイオマーカー開
発研究

斉木　臣二 脳神経内科 4,000,000
補 公益財団法人上原記念
生命科学財団研究推進特別
奨励金

214
オートファジー依存的な神経伝達物質調節機構による
睡眠機構の理解

斉木　臣二 脳神経内科 3,000,000
補 公益財団法人内藤記念
科学振興財団研究助成

215 nicotineがドパミン代謝に与える影響の解明 斉木　臣二 脳神経内科 2,000,000
補 公益財団法人喫煙科学
財団研究助成

216
筋強直性ジストロフィーにおけるRNA制御を介した腫
瘍発生機構の解明と治療戦略

塩谷　彩子 脳神経内科 1,430,000
補　科学研究費補助金
　　 若手研究

217
筋萎縮性側索硬化症の治療開発に向けたRNA編集
異常を標的とする診断マーカーの開発

保坂　孝史 脳神経内科 780,000
補　科学研究費補助金
　　 若手研究

218
βプロペラ関連神経変性症の鉄沈着と神経細胞死は
フェロトーシスによるものか？

藤巻　基紀 脳神経内科 910,000
補　科学研究費補助金
　　 若手研究

219
ダイレクトリプログラミングによる革新的心臓再生遺伝
子治療の開発

家田　真樹 循環器内科 65,000,000

委 国立研究開発法人日本
医療研究開発機構（AMED）
再 生 医 療 実 現 拠 点 ネ ッ ト
ワークプログラム

220
心筋再生と抗線維化を目指した革新的心不全治療の
開発

家田　真樹 循環器内科 5,850,000
補　科学研究費補助金
　　 基盤研究(B)

221
スポーツによる心房細動：病態生理に対する包括的
研究

石津　智子 循環器内科 3,380,000
補　科学研究費補助金
　　 基盤研究(B)

222 心不全進展に関わる新規標的因子の解明 村越　伸行 循環器内科 1,300,000
補　科学研究費補助金
　　 基盤研究(C)

223
心房性機能性僧帽弁閉鎖不全症に対する包括的な
非薬物治療戦略の構築

町野　智子 循環器内科 1,170,000
補　科学研究費補助金
　　 若手研究

224
トランスクリプトーム統合解析による難治性心不全の
病態機構解明と、革新的治療法の開発への助成

貞廣　威太郎 循環器内科 1,800,000
委　武田科学振興財団
　　 医学系研究助成

225
生体内心筋リプログラミングによる慢性心不全治療法
の開発

貞廣　威太郎 循環器内科 1,000,000
委　MSD生命科学財団

万有医学奨励賞受賞助
成金

226
拡張不全型心不全の線維化機構解明と革新的治療
法の開発

貞廣威太郎 循環器内科 1,000,000
委　先進医薬研究振興財団

循環医学分野 一般研究
助成

227
心筋リプログラミングによる革新的心不全治療法の開
発

貞廣　威太郎 循環器内科 900,000
委 公益財団法人日本応用
酵素協会　研究助成

228
ヒト血液細胞から心筋細胞を誘導するダイレクトリプロ
グラミング法の開発

貞廣　威太郎 循環器内科 2,080,000
補　科学研究費補助金
　　 基盤研究(C)

229
心室頻拍の発症と持続に関与する機能的心筋伝導障
害を標的とした新たな治療法の確立

小松　雄樹 循環器内科 1,430,000
補　科学研究費補助金
　　 若手研究

230
急性心筋梗塞後のMDCT遅延造影による左室内血栓
症の予測

渡部　浩明 循環器内科 910,000
補　科学研究費補助金
　　 若手研究

231
閉塞性肥大型心筋症のカテーテル治療における革新
的3Dマッピングシステムの応用

平谷　太吾 循環器内科 2,470,000
補　科学研究費補助金
　　 若手研究

232
成人期先天性心疾患患者における身体活動量と身体
的・精神的予後への影響について

川松　直人 循環器内科 1,430,000
補　科学研究費補助金
　　 若手研究

233
職場でありがとうを伝えることが健康に繋がるか？感
謝によるレシプロカルケアの可能性

堀　大介 メンタルヘルス科 1,170,000
補　科学研究費補助金
　　 若手研究

234
コロナ時代に適用可能なリモート対話実践プログラム
の開発

斎藤　環 メンタルヘルス科 300,000
補　科学研究費補助金
　　 基盤研究(C)

235
更生保護施設における薬物依存者支援の課題と地域
連携体制のあり方に関する研究

森田　展彰 メンタルヘルス科 2,000,000
補　依存症に関する調査研
究事業 厚生労働省

236
神栖市における中高年喫煙者の肺の健康状態につい
ての実態調査

檜澤　伸之 呼吸器内科 320,000
委　神栖市
　　 受託研究



237
「脂質代謝異常による喘息重症化機序の解明：難治
性喘息への個別化治療の確立を目指して」にかんす
る研究

森島　祐子 呼吸器内科 1,690,000
補　科学研究費補助金
　　 基盤研究(C)

238
「ヒアルロン酸環境変化に伴う炎症性肺疾患難治化メ
カニズムと標的治療薬の検討」に関する研究

際本　拓未 呼吸器内科 1,300,000
補　科学研究費補助金
　　 基盤研究(C)

239
「加齢が肺非結核性抗酸菌症におよぼす影響の検
証」に関する研究

松山　政史 呼吸器内科 1,820,000
補　科学研究費補助金
　　 若手研究

240
「転写因子Nrf2に着目したステロイド抵抗重症喘息の
細胞免疫機構の解明」に関する研究

吉田　和史 呼吸器内科 1,430,000
補　科学研究費補助金
　　 若手研究

241
「Elovl6欠損マウスを用いた肺組織中の脂肪酸バラン
スの変化がもたらす喘息の好中球性気道炎症増悪の
メカニズムの解明」に関する研究

吉田　和史 呼吸器内科 1,500,000
委　日本呼吸器学会
　　 研究助成金

242
「ミトコンドリアによる細胞分化・昨日制御に着目した
過敏性肺炎の病態メカニズム解明」に関する研究

矢﨑　海 呼吸器内科 1,560,000
補　科学研究費補助金
　　 若手研究

243
抗酸化nano-medicineは歯周病菌感染が誘導する
NASH肝発癌を抑止する

山縣　憲司 歯科・口腔外科 910,000
補　科学研究費補助金
　　 基盤研究(C)

244
抗酸化nano-medicineは腸肝軸のルートよりNASH発
症と進展を抑止する

菅野　直美 歯科・口腔外科 1,300,000
補　科学研究費補助金
　　 基盤研究(C)

245
NAFLD/NASHの病態進展における歯周病関与につい
ての包括的解析

内田　文彦 歯科・口腔外科 1,820,000
補　科学研究費補助金
　　 基盤研究(C)

246
選択的オートファジー受容体p62の核局在による口腔
癌の発がんメカニズムの解明

柳川　徹 歯科・口腔外科 5,850,000
補　科学研究費補助金
　　 基盤研究(B)

247
重症熱傷患者に対する急性期心拍数コントロールが
もたらす効果の検討

井上　貴昭 救急・集中治療科 3,640,000
補　科学研究費補助金
　　 基盤研究(C)

248
ミトコンドリア機能の改善による敗血症多臓器不全の
回避・早期リハ介入の検討

下條　信威 救急・集中治療科 520,000
補　科学研究費補助金
　　 基盤研究(C)

249
重症患者における胃腸電図測定方法の確立と腸管免
疫保護バンドルの介入の効果

星野　哲也 救急・集中治療科 650,000
補　科学研究費補助金
　　 基盤研究(C)

250
脊髄損傷者に対する麻痺肢リハビリテーションー脳機
能評価に基づく随意的訓練法の確立

清水　如代 リハビリテーション科 13,650,000
補　科学研究費補助金
　　 基盤研究(B)

251
運動神経からの遠隔電場電位の検出と最適な電位計
測条件の探索

羽田　康司 リハビリテーション科 4,680,000
補　科学研究費補助金
　　 基盤研究(C)

252 床上下肢自動運動器 清水　如代 リハビリテーション科 2,503,000
補　つくばの英知による先端
医療シーズのグローバル実
用化推進事業

253
脂肪酸多様性とその感知機構による代謝制御機構の
解明と治療応用

島野　仁
内分泌代謝・糖尿病内
科

12,350,000
補　科学研究費補助金
　　基盤研究（A）

254
脂肪酸組成制御による生活習慣病の新規治療理念
確立と核酸医薬開発

島野　仁
内分泌代謝・糖尿病内
科

26,000,000
委　国立研究開発法人
   　日本医療研究開発機構

255
代謝産物センサー分子を標的にした糖尿病・肥満関
連疾患の包括的な治療体系の構築

関谷　元博
内分泌代謝・糖尿病内
科

13,000,000
委　国立研究開発法人
   　日本医療研究開発機構

256
代謝産物センサー分子を標的にした老化現象の解明
と医療応用

関谷　元博
内分泌代謝・糖尿病内
科

14,950,000
委　国立研究開発法人
   　日本医療研究開発機構

257
代謝産物センサー分子を標的した低出生体重児、発
達障害児増加の理解と医療応用

関谷　元博
内分泌代謝・糖尿病内
科

2,210,000
補　科学研究費補助金
　 　挑戦的研究(萌芽)

258
光免疫療法の臨床上の問題解決に向けた同所性担
癌ブタモデル作成と治療手法の提案

中島　崇仁 放射線診断・IVR
　

7,670,000
（全体合計）

補　科学研究費補助金
　　 基盤研究(B)

259 つくば産学連携プロジェクト 中島　崇仁 放射線診断・IVR 1,000,000
補 つくば産学連携プロジェ
クト

260 強化イノベーション創出 中島　崇仁 放射線診断・IVR 1,000,000 補　強化イノベーション



261
ステントグラフト内挿術前の予防的分枝塞栓術を容易
にするシステムの開発

森　健作 放射線診断・IVR
910,000

（全体合計）
補　科学研究費補助金
　　 基盤研究(C)

262
車いすユーザーの上肢負荷に関する動作解析と慣性
モーメントを用いた障害予防

岡本　嘉一 放射線診断・IVR
910,000

（全体合計）
補　科学研究費補助金
　　 基盤研究(C)

263
分子標的薬・免疫チェックポイント阻害薬と共存する新
時代のTACEの確立

星合　壮大 放射線診断・IVR
1040,000

（全体合計）
補　科学研究費補助金
　　 基盤研究(C)

264
内耳およびその周辺構造の3Dモデル教材の開発とそ
の教育効果の検討

石黒　聡尚 放射線診断・IVR
260,000

（全体合計）
補　科学研究費補助金
　　 基盤研究(C)

265
術後Na-23 励起MRI による骨盤神経叢障害の予測指
標の開発

齋田　司 放射線診断・IVR
2,860,000

（全体合計）
補　科学研究費補助金
　　 基盤研究(C)

266
深層学習やRadiomicsの手法を用いたMRI画像解析に
よる子宮筋腫と子宮肉腫の鑑別

吉田　美貴 放射線診断・IVR
1000000

（全体合計）
公益財団法人ひと・未来研
究財団

(注) 計 266

1

2

3

国、地方公共団体又は公益法人から補助金の交付又は委託を受け、当該医療機関に所属する医師等が申 請の前年度に行った研究のうち、高度
の医療技術の開発及び評価に資するものと判断される主なものを記入すること。

「研究者氏名」欄は、1つの研究について研究者が複数いる場合には、主たる研究者の氏名を記入すること。

「補助元又は委託元」欄は、補助の場合は「補」に、委託の場合は「委」に、○印をつけた上で、補助元又は委託元を記入すること。



高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

2　論文発表等の実績

(１) 高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象となる論文

発表者氏名

筆頭著者の
特定機能病
院における
所属

題名 雑誌名・出版年月等
論文種
別

1
Okude, Miho; Suzuki, Kenji;
Naito, Asami et al.

感染症内科
Development of a mobile laboratory system in hydrogen fuel cell
buses and evaluation of the performance for COVID-19 RT-PCR
testing

Scientific reports.2023-10;13-1:- Original Article

2
Kiyasu, Yoshihiko; Osawa,
Shuichi; Tsutsumi, Norimasa
et al.

感染症内科
Distribution of ticks and their possession of spotted fever group
Rickettsia in Ibaraki prefecture

Journal of infection and chemotherapy : official journal of the Japan
Society of Chemotherapy.2023-12-28;-:-

Original Article

3
Terada, Norihiko; Akashi,
Yusaku; Takeuchi, Yuto et
al.

感染症内科
Prospective study of three saliva qualitative antigen testing kits for
the detection of SARS-CoV-2 among mainly symptomatic patients
in Japan

Journal of infection and chemotherapy : official journal of the Japan
Society of Chemotherapy.2023-07;29-7:654-659

Original Article

4
Natsuki, Kawashima;
Naosuke, Yokomichi;
Tatsuya, Morita et al.

緩和支持治療科
Comparison of Pharmacological Treatments for Agitated Delirium in
the Last Days of Life

Journal of Pain and Symptom Management 2024-5; 67(5):441-
452.e3.

Original Article

5
Jun, Hamano; Kento,
Masukawa; Satoru, Tsuneto
et al.

緩和支持治療科
Need for Improvement in Death Pronouncements in Palliative Care
Units

Palliative Medicine Reports Vol.4 No.1 22 Dec 2023 Original Article

6

Jun, Hamano; Takuya,
Shinjo; Kazuhiko, Fukumoto;
Maiko, Kodama; Hongja, Kim;
Sen, Otomo; Shoichi,
Masumoto; Kotaro,
Hashimoto; Takamichi,
Matsuki; Kazuhiro, Hisajima;
Nobuyuki, Miyata; Riri,
Suzuki; Shoji, Yokoya;
Keijiro, Miyake; Ryo,
Takayanagi; Masakatsu,
Shimizu; Yoshihiro, Kataoka;
Hiroshi, Taira; Sachiko,
Ozone; Hiroki, Takahashi;
Yoshiyuki, Kizawa;

緩和支持治療科
Unresolved Palliative Care Needs of Elderly Non-Cancer Patients at
Home: A Multicenter Prospective Study

Journal of primary Care & Community Health December 22, 2023 Original Article

7
Oshika, Tetsuro; Kiuchi,
Gaku

眼科
10-Year Outcomes of Pediatric Cataract Surgery with Foldable
Intraocular Lens Implantation and Posterior Continuous Curvilinear
Capsulorhexis

OPHTHALMOLOGY AND THERAPY.2023-10-12;12-6:3337-3345 Original Article

8
Murakami, Tomoya;
Okamoto, Fumiki; Kinoshita,
Takamasa et al.

眼科
Comparison of long-term treatment outcomes of laser and anti-
VEGF therapy in retinopathy of prematurity: a multicentre study
from J-CREST group

Eye (London, England).2023-12-01;37-17:3589-3595 Original Article

9
Morikawa S, Okamoto F,
Murakami T, Sugiura Y,
Oshika T.

眼科
Comparison of stereopsis and foveal microstructure after internal
limiting membrane peeling and inverted internal limiting membrane
flap techniques in patients with macular hole

PLoS One. 2024 Feb 9;19(2):e0297134. Original Article

10 Ueno, Yuta; Oda, Masahiro;
Yamaguchi, Takefumi et al.

眼科
Deep learning model for extensive smartphone-based diagnosis and
triage of cataracts and multiple corneal diseases
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論文

80
和栗, 真愛; 坂東, 裕子; 岡
﨑, 舞 et al.

乳腺・甲状腺・内分
泌外科

男性乳腺化生癌の１例 日本臨床外科学会雑誌.2023/09;84-9:17-1379 論文

81 井口, 研子
乳腺・甲状腺・内分
泌外科

妊娠期甲状腺癌の治療
日本内分泌外科学会雑誌 = Official journal of the Japan Association
of Endocrine Surgeons / 日本内分泌外科学会雑誌編集部 編.2023-
09;40-3:173-177

論文

82
白谷, 理恵;坂東, 裕子;岡崎,
舞 et al.

乳腺・甲状腺・内分
泌外科

両側多発乳腺腫瘍様病変に両側性乳癌が混在した Cowden 症候群
の 1 例

Jpn J Med Ultrasonics.2023/06;50-4:- 論文

83 岡崎, 舞;坂東, 裕子
乳腺・甲状腺・内分
泌外科

タキサン系抗がん剤による神経障害 耳鼻咽喉科・頭頚部外科.2023/4/30;95-5:346-349 論文

84
大谷, 光; 坂東, 裕子; 柳瀬,
友里菜 et al.

乳腺・甲状腺・内分
泌外科

男性BRCA病的バリアント陽性腋窩アポクリン腺癌に対してオラパリブ
を使用した一例

第19回日本乳癌学会関東地方会.2023/12/2;-:124-124 論文

85 坂東, 裕子; 井口, 研子; 岡
崎, 舞 et al.

乳腺・甲状腺・内分
泌外科

乳頭乳輪温存乳房切除術の安全性の検討と手術手技の工夫
第11回日本乳房オンコプラスティックサージャリー学会総会プログラ
ム.2023/9/21;-:30-30

論文

86
室井　愛; 中尾隼三; 石川栄
一

脳神経外科 【神経外傷・救急】スポーツ頭部外傷に対する適切な対応 脳神経外科ジャーナル.2023;32-6:356-361 論文

87 上月暎浩; 石川栄一 脳神経外科
PDD/PDTの有害事象に向けて」5-アミノレブリン酸、たらポルフィンナ
トリウムによる有害事象とその対策

日本レーザー医学会誌.2023;44-2:124-128 論文

88 石川, 栄一 脳神経外科 学術・生涯教育関係の頁　最近の片頭痛の診断・治療について 茨城県医師会報.2023;833-:75-78 論文

89
上月暎浩; 松田真秀; 鶴淵隆
夫; 石川栄一

脳神経外科
再発悪性神経膠腫摘出術におけるタラポルフィンナトリウムを用いた
光線力学的診断の有用性

日本レーザー医学会誌　.2023;44-2:186-190 論文

90
荒木孝太; 室井　愛; 大戸達
之; 宮園弥生; 石川栄一

脳神経外科
小児期に進行性の脊髄症で発症した環椎低形成による脊柱管狭窄
の一例

小児の脳神経.2023;-:- 論文

91 石川, 栄一 脳神経外科 成人の一次頭痛に対する最近の診断について 医報つくば.2023;-51:- 論文

92 室井　愛; 鶴淵隆夫; 石川栄
一

脳神経外科 日本小児神経外科学会の学術集会における発表演題の論文化率 小児の脳神経.2023;-:- 論文

93
木野弘善; 阿久津博義; 田中
秀峰 et al.

脳神経外科
ラトケ嚢胞に対するMucosa coupling法の嚢胞再貯留予防効果と内分
泌機能予後：従来法との比較

日本内分泌学会雑誌サプリメント.2023;99-suppl:83-85 論文

94
小川大輔; 阿久津博義; 田中
秀峰 et al.

脳神経外科
経鼻内視鏡手術におけるsurgical corridor確保のためのpalatovaginal
canal開放の有用性について

日本内分泌学会雑誌サプリメント.2023;99-suppl:54-57 論文

95 松丸, 祐司 脳卒中科
【脊椎：脊髄】脊髄同静脈シャント疾患に対する治療戦略　塞栓術か
外科手術か？

脳神経外科ジャーナル.2023;32-5:309-315 論文

96 早川幹人; 田中駿 脳卒中科 ガイディングシステムによる椎骨動脈の血流停滞と脊髄梗塞 脳血管内治療ブラッシュアップセミナー2023.2023;-:158-165 論文

97
平田浩二; 早川, 幹人; 松丸,
祐司

脳卒中科 経動脈的血行再建療法 日本臨牀2024年2月号特集「血栓・塞栓症の臨床」.2023;-:- 論文

98 坂井千秋; 榎本由貴子; 杉生
憲志 et al.

脳卒中科
日本脳神経血管内治療学会アンケート調査結果　脳血管内治療の
「ダイバーシティ」と「ワンチーム」

脳血管内治療.2023;8-1:1-8 論文



99 早川幹人 脳卒中科 脳塞栓〈適応と成績編〉 脳神経外科Vol.51.2023;51-:314-327 論文

100 久保田, 典子 皮膚科 Nocardia niigatensisによる右手背皮膚ノカルジア症の1例 皮膚科の臨床.2024-3;-:- 論文

101
今井, 秀美; 石井, 良征; 久保
田, 典子; 乃村, 俊史

皮膚科 特徴的なダーモスコピー像を呈したLichen Aureusの1例 皮膚科の臨床.2023-08;-:- 論文

102
加倉井 真主, 古田 淳一, 井
上 紗惠 et al.

皮膚科
【乾癬】感染症を疑う肺結節を有した乾癬性関節炎にリサンキズマブ
が奏効した1例

皮膚科の臨床(0018-1404)65巻5号 Page564-568(2023.05) Original Article

103
加藤 優佳, 古田 淳一, 富岡
瑞樹, 乃村 俊史

皮膚科
未破裂脳動脈瘤を合併した弾性線維性仮性黄色腫の1例

皮膚科の臨床(0018-1404)65巻8号 Page1241-1244(2023.07) Original Article

104
加倉井 真主, 石月 翔一郎,
安重 佳祐 et al.

皮膚科 脂腺母斑を母地として発生した脂腺癌の2例　当科における脂腺母斑
91例の検討

Skin Cancer(0915-3535)38巻2号 Page148-153(2023.11) Original Article

105
四十竹 麗, 奥根 真里, 石井
良征, 乃村 俊史

皮膚科 【血管腫】ダーモスコピーでRed Lagoonsを認めた蛇行状血管腫 皮膚科の臨床(0018-1404)66巻1号 Page30-32(2024.01) Original Article

106 乃村　俊史 皮膚科 長島型掌蹠角化症 皮膚科 4: 171-175, 2023 総説review

107 乃村　俊史 皮膚科 化膿性汗腺炎 日本医事新報 5191: 57, 2023 総説review

108 乃村　俊史 皮膚科 化膿性汗腺炎の治療ターゲット 皮膚科 3: 751-755, 2023 総説review

109
前田朱美、齊藤明允、乃村
俊史

皮膚科 クリプトコッカス症 Visual Dermatology 22: 658-660, 2023 Original Article

110 乃村　俊史 皮膚科 遺伝する乾燥肌 皮膚病診療 45: 376, 2023 総説review

111
Niitsu, Hikaru; Fukumitsu,
Nobuyoshi; Tanaka, Keiichi
et al.

放射線腫瘍科
Methyl‑11C‑L‑methionine positron emission tomography  for
radiotherapy planning for recurrent malignant glioma

ANNALS OF NUCLEAR MEDICINE.2024-02-14;38-4:305-314 論文

112
清水, 翔星;牧島, 弘和;櫻井,
英幸

放射線腫瘍科 切除不能の肝内胆管癌に対する粒子線治療 肝臓クリニカルアップデート.2023-05;9-1:57-61 論文

113 石川,仁;小此木,範之; 青木,
秀梨 et al.

放射線腫瘍科 Ⅳ.治療　放射線治療　粒子線治療　陽子線治療
臨床前立腺癌学　ー基礎・臨床の最新知見ー.2023-06-30;81-6:306-
313

論文

114
Niitsu, Hikaru; Fukumitsu,
Nobuyoshi; Tanaka, Keiichi
et al.

放射線腫瘍科
Methyl‑11C‑L‑methionine positron emission tomography  for
radiotherapy planning for recurrent malignant glioma

ANNALS OF NUCLEAR MEDICINE.2024-02-14;38-4:305-314 論文

115 清水, 翔星;牧島, 弘和;櫻井,
英幸

放射線腫瘍科 切除不能の肝内胆管癌に対する粒子線治療 肝臓クリニカルアップデート.2023-05;9-1:57-61 論文

116
森, 祐太郎; 磯辺智範; 櫻井
英幸; 榮武二

陽子線医学利用研
究センター

クロスリアリティと空中ハプティクス技術を用いた体感型小児陽子線
治療支援システムの開発

BIO Clinica.2023-11;38-14:44-47 論文

117
石黒, 聡尚;天野, 太史;齋田,
司 et al.

放射線診断・ＩＶＲ
科

短期間での自然退縮が認められたSwyer症候群における性腺芽腫の
1例

臨床放射線.2023-05;-:- 論文

118
嶋﨑 敬一; 山田 久美子; 猪
股 伸一

麻酔科
寛骨臼に生じた広範囲のdesmoplastic fibromaによる股関節・大腿痛
にパルス高周波法神経ブロックが奏功した1例

日本ペインクリニック学会誌.2023-06-25;30-6:131-134 論文

119
吉田, 慧悟; 土岐, 浩介; 小
西, 久美 et al.

薬剤部
血中ミコフェノール酸濃度測定におけるDimension EXL200とXpandの
性能評価　同一測定試薬を用いた測定装置間の比較

TDM研究.2023-12;40-4:87-91 論文

120 森田展彰 メンタルヘルス科 精神活性物質の使用と攻撃性 臨床精神医学　2023-06　52-06　667-674 論文

121 森田展彰 メンタルヘルス科 トラウマとアディクション 精神科　2023-08　43-02　188-195 論文

122
有野雄大;大谷保和;森田展
彰;原田隆之

メンタルヘルス科
薬物事犯保護観察対象者の社会資源の利用を抑制する心理社会的
要因の検討

日本アルコール・薬物医学会雑誌　2023-03　58-01　78-81 論文

123 土方郁美;森田展彰 メンタルヘルス科
ギャンブル障害の家族支援におけるギャマノン利用者の回復過程ー
TEMを用いた家族による語りの分析ー

日本アルコール・薬物医学会雑誌　2023-03　58-01　48-69 論文

124 森田展彰 メンタルヘルス科
更生保護施設における薬物乱用問題のある人に対する回復支援ー
特に刑の一部執行猶予制度における地域連携についてー

精神科治療学　2023-10　38増刊　201-206 論文

125
有野雄大;大谷保和;森田展
彰

メンタルヘルス科
「薬物事犯保護観察対象者に対する保護観察官の回復志向性を測
定する尺度」の作成

更生保護学研究　2023-12　23号　3-20 論文

(注)　 計 125件

1

2

当該医療機関に所属する医師等が前年度に発表したもののうち、高度の医療技術の開発および評価に資するものと判断される主なもの
を記入すること。

記載方法は、前項の「高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象となる論文」の記載方法に準じること。



(様式第 3) 

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類 

 

3 高度の医療技術の開発及び評価の実施体制 

(1)倫理審査委員会の開催状況 

① 倫理審査委員会の設置状況 有・無 

② 倫理審査委員会の手順書の整備状況 有・無 

・ 手順書の主な内容 

目的と適用範囲、病院長の責務、研究者等の責務、研究計画書に関する手続き・記載事項、 

研究に関する登録・公表、倫理審査委員会の役割・責務等、重篤な有害事象への対応、 

モニタリング及び監査、審査の手順等 

③ 倫理審査委員会の開催状況 年12回 

（注） 1 倫理審査委員会については、「臨床研究に関する倫理指針」に定める構成である場合に

「有」に○印を付けること。 

 2  前年度の実績を記載すること。 

 

 

(2)利益相反を管理するための措置 

① 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委

員会の設置状況 

有・無 

② 利益相反の管理に関する規定の整備状況 有・無 

・ 規定の主な内容 

マネジメントの原則、利益相反委員会、申告内容、申請手順 等 

③ 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委

員会の開催状況 

年12回 

(注）前年度の実績を記載すること。 

 

 

(3)臨床研究の倫理に関する講習等の実施 

① 臨床研究の倫理に関する講習等の実施状況 年12回 

 ・研修の主な内容 

   治験・臨床研究法および倫理指針に係るガイドライン及び実施体制と信頼性の確保、 

  附属病院等における臨床研究の実施体制、プロトコルデザイン、生物統計、論文執筆、 

インフォームドコンセント、有害事象報告、データ収集、モニタリング・監査、知財 等 

(注）前年度の実績を記載すること。 



(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

1 研修の内容 

臨床研修と同じレジデント制による研修 

本院は開院当初よりレジデント制度を採用しており、研修期間はシニア課程2年、チーフ課程2年

の合計4年である。大学院と専門研修を行うレジデントを並行して行うアカデミックレジデント

制度もあり、臨床・研究の両立が可能である。 

 

専門分野別に35の養成コースを設置 

各養成コースでは、2018年度から開始された専門医制度（基本18領域およびサブスペシャルティ

22領域）に対応した資格を取得するのに必要な症例経験と臨床能力が修得できるように配慮され

ている。また、専門医制度のコース以外にも、多くの学会認定医等の取得が可能である。養成コ

ースの詳細は診療科HP（プログラム）を参照。 

 

（注）上記の研修内容は医師法及び歯科医師法の規定による臨床研修を終了した医師及び歯科医師

に対する専門的な研修について記載すること。 

 

2 研修の実績 

  上記研修を受けた医師数         ２７１人 

（注）前年度の研修を受けた医師の実績を記入すること。 

 

3 研修統括者 

研修統括者氏名 診 療 科 役 職  等 臨床経験年数 特 記 事 項        

前野 哲博 総合診療科 総合診療科長 33年 研修統括者 

土屋 輝一郎 消化器内科 消化器内科長 29年 研修統括者 

石津 智子 循環器内科 循環器内科長 30年 研修統括者 

檜澤 伸之 呼吸器内科 呼吸器内科長 38年 研修統括者 

山縣 邦弘 腎臓内科 腎臓内科長 40年 研修統括者 

島野 仁 内分泌・代謝・糖

尿病内科 

内分泌代謝・糖尿

病内科長 

40年 研修統括者 

松本 功 膠原病・リウマ

チ科・アレルギ

ー内科 

膠原病・リウマチ・

アレルギー内科長 

33年 研修統括者 

坂田 麻実子 血液内科 血液内科長 23年 研修統括者 

斉木 臣二 脳神経内科 神経内科長 22年 研修統括者 

鈴木 広道 感染症内科 感染症科長 21年 研修統括者 

高田 英俊 小児内科 小児内科長 37年 研修統括者 

新井 哲明 精神科 精神神経科長 34年 研修統括者 

木澤 義之 緩和支持治療科 緩和支持治療科長 33年 研修統括者 

乃村 俊史 皮膚科 皮膚科長 22年 研修統括者 

中島 崇仁 放射線診断科 放射線診断･IVR科

長 

27年 研修統括者 

櫻井 英幸 

 

放射線腫瘍科 放射線腫瘍科長 36年 研修統括者 

松原 大祐 病理診断科 病理診断科長 24年 研修統括者 

小田 竜也 消化器・移植外

科 

消化器外科長 36年 研修統括者 

坂本 裕昭 心臓血管外科 心臓血管外科長 23年 研修統括者 



佐藤 幸夫 呼吸器外科 呼吸器外科長 35年 研修統括者 

原  尚人 乳腺・甲状腺・内

分泌外科 

乳腺・甲状腺・内分

泌外科長 

40年 研修統括者 

増本 幸二 小児外科 小児外科長 33年 研修統括者 

関堂  充 形成外科 形成外科長 34年 研修統括者 

井上 貴昭 救急科 救急・集中治療科

長 

30年 研修統括者 

石川 栄一 脳神経外科 脳神経外科長 29年 研修統括者 

松丸 祐司 脳卒中科 脳卒中科長 39年 研修統括者 

三島 初 整形外科 整形外科長 24年 研修統括者 

西山 博之 泌尿器科 泌尿器科長 35年 研修統括者 

佐藤 豊実 産科、婦人科 産科・婦人科長 35年 研修統括者 

猪股 伸一 麻酔科 麻酔科長 36年 研修統括者 

田渕 経司 頭頸部・耳鼻い

んこう科 

耳鼻咽喉科長  31年 研修統括者 

大鹿 哲郎 眼科 眼科長 39年 研修統括者 

関根 郁夫 腫瘍内科 腫瘍内科長 36年 研修統括者 

羽田 康司 リハビリテーシ

ョン科 

リハビリテーショ

ン科長 

33年 研修統括者 

武川 寛樹 歯科口腔外科 歯科・口腔外科長 40年 研修統括者 

(注) 1 医療法施行規則第六条の四第一項又は第四項の規定により、標榜を行うこととされている

診療科については、必ず記載すること。 

(注) 2 内科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 

(注) 3 外科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 



 

(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

4 医師、歯科医師以外の医療従事者等に対する研修 

① 医師、歯科医師以外の医療従事者に対する研修の実施状況（任意） 

 ・研修の主な内容 別紙参照 

 ・研修の期間・実施回数 

 ・研修の参加人数 

 

② 業務の管理に関する研修の実施状況（任意） 

 ・研修の主な内容 

2023年度第1期 診療の安全に関する研修、感染・抗菌薬・医薬品・医療機器・放射線・医療ガ

スに関する研修 

2023年度第2期 診療の安全に関する研修、感染・抗菌薬・医薬品・医療機器に関する研修 

 ・研修の期間 第1期 2023年7月13日  第2期 2023年11月9日  

・実施回数 2回 

 ・研修の参加人数 第1期 3432人  第2期 3387人 

③ 他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況 

 ・研修の主な内容 

 ・研修の期間・実施回数 

 ・研修の参加人数 

 

(注)1 高度の医療に関する研修について、前年度実績を記載すること。 

(注)2 「③他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況」については、医療法施 

行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門 

的な医療を提供する特定機能病院についてのみ記載すること。また、日本全国の医療機関に 

勤務する医療従事者を対象として実施した専門的な研修を記載すること。 

 

 



研修名 看護師特定行為研修

研修の主な内容 臨床薬理学演習

研修の期間・実施回数 R5年8月2・3日・R5年2月１５日　３回

研修の参加人数 ３１人

研修名 看護師特定行為研修

研修の主な内容 身体診察(腹部）

研修の期間・実施回数 R5年8月8・9日・R5年2月26日　3回

研修の参加人数 ３１人

研修名 看護師特定行為研修

研修の主な内容 身体診察(胸部）

研修の期間・実施回数 R5年8月8・9日・R5年2月26日　3回

研修の参加人数 31人

研修名 看護師特定行為研修

研修の主な内容 臨床推論演習

研修の期間・実施回数 R5年７ 月31日・8月17日・R5年2月28日　３回

研修の参加人数 31人

研修名 看護師特定行為研修

研修の主な内容 カルテの書き方

研修の期間・実施回数 R5年8・9日・R5年2月22日の３回

研修の参加人数 31人

研修名 看護師特定行為研修

研修の主な内容 身体診察確認テスト・予診演習及びテスト

研修の期間・実施回数 R5年8月25日・R5年3月1日　3回

研修の参加人数 31人

研修名 看護師特定行為研修

研修の主な内容 共通科目臨地実習

研修の期間・実施回数 R5年8月28日～9月1日・9月4日～8日・R5年3月6日～10日　3回

研修の参加人数 13人

研修名 看護師特定行為研修

研修の主な内容 共通科目臨地実習

研修の期間・実施回数 R5年9月4日～9月8日・9月11日～15日・R5年3月6日～10日　3回

研修の参加人数 6人

研修名 看護師特定行為研修

研修の主な内容 共通科目臨地実習

研修の期間・実施回数 R4年8月28日～9月1日・9月11日～9月15日・R5年3月6日～10日　３回

研修の参加人数 ３人

研修名 看護師特定行為研修

研修の主な内容 共通科目臨地実習

研修の期間・実施回数 R5年8月28日～9月1日・9月11日～15日　2回

研修の参加人数 2人

研修名 看護師特定行為研修

研修の主な内容 フィジカルアセスメント

研修の期間・実施回数 R5年8月1日・８日・14日・15日・R5年2月21日26日　6回

研修の参加人数 31名
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４　医師、歯科医師以外の医療従事者等に対する研修（令和5年度分）

①　医師、歯科医師以外の医療従事者に対する研修の実施状況
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研修名 看護師特定行為研修

研修の主な内容 医療安全学/特定行為実践

研修の期間・実施回数 R５年8月7日・8日・９日・R5年2月22日・27日　５回

研修の参加人数 ３１人

研修名 看護師特定行為研修

研修の主な内容 経口用気管チューブ又は経鼻用気管チューブの位置の調整演習・OSCE

研修の期間・実施回数 R5年4月25日・5月17日・18日・R5年10月25日・11月15日・16日　6回

研修の参加人数 25人

研修名 看護師特定行為研修

研修の主な内容
侵襲的陽圧換気の設定の変更・非侵襲的陽圧換気の設定の変更・人工呼吸管理がなされている者に対
する鎮静薬の投与量の調整・人工呼吸器からの離脱演習

研修の期間・実施回数 R5年11月1日・6日 2回

研修の参加人数 16人

研修名 看護師特定行為研修

研修の主な内容 気管カニューレの交換演習・OSCE

研修の期間・実施回数 R5年4月27日・5月17日・10月26日・11月8日　4回

研修の参加人数 7人

研修名 看護師特定行為研修

研修の主な内容
持続点滴中のカテコラミン・ナトリウム、カリウム又はクロール、降圧剤、糖質輸液又は電解質輸液・利尿
剤の投与量の調整臨地実習

研修の期間・実施回数 R5年5月8日・22日・11月13日　３回

研修の参加人数 6人

研修名 看護師特定行為研修

研修の主な内容 胃ろうカテーテル又は胃ろうボタンの交換演習・OSCE

研修の期間・実施回数 R5年27日月・5月11日・11月2日・16日　４回

研修の参加人数 ４人

研修名 看護師特定行為研修

研修の主な内容 膀胱ろうカテーテルの交換演習・OSCE

研修の期間・実施回数 R５年４月26日・5月10日・10月25日・11月22日　4回

研修の参加人数 ４人

研修名 看護師特定行為研修

研修の主な内容 中心静脈カテーテルの抜去演習

研修の期間・実施回数 R4年5月9日・10月26日　2回

研修の参加人数 ９人

研修名 看護師特定行為研修

研修の主な内容 末梢留置型中心静脈注射用カテーテルの挿入演習・OSCE

研修の期間・実施回数 R4年4月28日・5月26日・10月27日・11月24日　4回

研修の参加人数 16人

研修名 看護師特定行為研修

研修の主な内容 褥瘡又は慢性創傷の治療における血流のない壊死組織の除去の演習・バイポーラーの使用方法・OSCE

研修の期間・実施回数 R5年4月26日・5月24日・11月24日・11月22日　4回

研修の参加人数 14人

研修名 看護師特定行為研修

研修の主な内容 超音波検査演習

研修の期間・実施回数 R5年4月24日・26日・10月23日・24日　4回

研修の参加人数 1９人
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研修名 看護師特定行為研修

研修の主な内容 創傷に対する陰圧閉鎖療法演習

研修の期間・実施回数 R5年5月15日・10月24日・11月6日　３回

研修の参加人数 １１人

研修名 看護師特定行為研修

研修の主な内容 創部ドレーンの抜去演習

研修の期間・実施回数 R5年5月10日・10月30日　２回

研修の参加人数 ４人

研修名 看護師特定行為研修

研修の主な内容 橈骨動脈ラインの確保演習・OSCE

研修の期間・実施回数 R5年4月24日・5月16日・10月23日・11月7日　4回

研修の参加人数 27人

研修名 看護師特定行為研修

研修の主な内容 直接動脈穿刺法による採血演習・OSCE

研修の期間・実施回数 R5年4月24日・5月12日・25日・10月23日・11月17日

研修の参加人数 24人

研修名 看護師特定行為研修

研修の主な内容 持続点滴中の高カロリー輸液の投与量の調整・脱水症状に対する輸液による補正演習

研修の期間・実施回数 R5年5月19日・11月10日　2回

研修の参加人数 20人

研修名 看護師特定行為研修

研修の主な内容 感染兆候がある者に対する薬剤の臨時の投与演習

研修の期間・実施回数 R5年11月9日　1回

研修の参加人数 1人

研修名 看護師特定行為研修

研修の主な内容 硬膜外カテーテルによる鎮痛剤の投与及び投与量の調整演習

研修の期間・実施回数 R5年5月18日・11月2日　2回

研修の参加人数 7人

研修名 看護師特定行為研修

研修の主な内容 抗けいれん剤・抗精神病薬・抗不安薬の臨時の投与演習

研修の期間・実施回数 R5年4月25日・5月9日・10月31日・11月14日　４回

研修の参加人数 1１人

研修名 看護師特定行為研修

研修の主な内容 低圧胸腔内持続吸引器の吸引圧の設定及び設定の変更・胸腔ドレーン抜去演習

研修の期間・実施回数 R5年5月11日・15日

研修の参加人数 6名

研修名 看護師特定行為研修

研修の主な内容 呼吸器（長期呼吸療法に関わるもの）関連臨地実習

研修の期間・実施回数 R5年11月27日～12月8日

研修の参加人数 １人

研修名 看護師特定行為研修

研修の主な内容 呼吸器（人工呼吸療法に関わるもの）関連臨地実習

研修の期間・実施回数 R5年12月11日～22日・R６年1月9日～1月19日・1月22日～2月2日

研修の参加人数 3人
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研修名 看護師特定行為研修

研修の主な内容 呼吸器(気道確保に関わるもの）関連臨地実習

研修の期間・実施回数 R５年6月12日～23日・7月24日～8月4日・12月11日～22日・R6年1月9日～19日

研修の参加人数 4人

研修名 看護師特定行為研修

研修の主な内容 胸腔ドレーン管理関連臨地実習

研修の期間・実施回数 R5年6月26日～7月7日・7月10日～21日

研修の参加人数 2人

研修名 看護師特定行為研修

研修の主な内容 腹腔ドレーン管理関連臨地実習

研修の期間・実施回数 R５年6月12日～23日

研修の参加人数 1人

研修名 看護師特定行為研修

研修の主な内容 動脈血ガス分析関連臨地実習

研修の期間・実施回数
R5年7月10日～14日・7月24日～28日・R6年1月29日～2月2日（呼吸器内科）
R5年7月18日～21日・7月31日～8月4日R6年・1月22日～1月26日（麻酔科）

研修の参加人数 ３人

研修名 看護師特定行為研修

研修の主な内容 創部ドレーン管理関連臨地実習

研修の期間・実施回数 R5年6月12日～23日・6月26日～7月7日

研修の参加人数 ２人

研修名 看護師特定行為研修

研修の主な内容 栄養及び水分管理に関わる薬剤投与関連臨地実習

研修の期間・実施回数 R5年5月29日～6月9日・6月12日～23日・6月26日～7月7日・11月27日～12月8日

研修の参加人数 ４人

研修名 看護師特定行為研修

研修の主な内容 栄養に関わるカテーテル管理（末梢留置型中心静脈注射用カテーテ）関連

研修の期間・実施回数 R5年7月10日～21日・R6年1月29日～2月9日

研修の参加人数 2人

研修名 看護師特定行為研修

研修の主な内容 術後疼痛管理関連

研修の期間・実施回数 R5年11月27日～12月8日・R6年1月9日～19日

研修の参加人数 2人

研修名 看護師特定行為研修

研修の主な内容 循環動態に関わる薬剤投与関連

研修の期間・実施回数 R5年6月12日～6月30日・7月3日～21日・R6年1月9日～26日

研修の参加人数 ３名

研修名 看護師特定行為研修

研修の主な内容 創傷管理関連臨地実習

研修の期間・実施回数 R5年5月29日～6月23日

研修の参加人数 2名

研修名 病院研修

研修の主な内容 急性期リハビリテーション業務（受入部局：リハビリテーション部）

研修の期間・実施回数 計12回 R5.4.1（土）～R5.9.30（土）（月2回、水曜日）

研修の参加人数 計2名（理学療法士）（所属：筑波技術大学　東西医学統合医療センター）
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研修名 病院研修

研修の主な内容 心臓超音波検査（受入部局：検査部）

研修の期間・実施回数 計6回 R5.4.1（土）～R5.9.30（土）（月1回）

研修の参加人数 計1名（臨床検査技師）（所属：龍ケ崎済生会病院）

研修名 病院研修

研修の主な内容 遺伝カウンセラー研修（受入部局：遺伝診療部）

研修の期間・実施回数 計6回 R5.4.3（月）～R5.10.11（水）（月1回）

研修の参加人数 計1名（看護師）（所属：筑波メディカルセンター病院）

研修名 病院研修

研修の主な内容 精神看護学実習Ⅱ　精神看護学実習Ⅲ（受入部局：看護部）

研修の期間・実施回数 計34回　R5.5.30（火）　R5.7.24（月）～R5.9.29（金）

研修の参加人数 計2名（看護師）（所属：聖路加国際大学大学院）

研修名 病院研修

研修の主な内容
今後の本県の歯科保健施策立案に資することを目的に、県内の大学病院歯科・
口腔外科で行われている外科的治療及び医科や他機関との連携について学ぶ。
(受入部局：歯科・口腔外科)

研修の期間・実施回数 計10回　R5.6.5（月）～R5.6.16（金）

研修の参加人数 計１名（歯科衛生士）（所属：茨城県保健医療部健康推進課）

研修名 病院研修

研修の主な内容 助産学実習Ⅰ　助産学実習Ⅱ　助産学実習Ⅲ（受入部局：看護部）

研修の期間・実施回数 計49回　R5.6.19（月）～R5.6.30（金）　R5.7.10（月）～R5.8.4（金）　R5.8.14（月）～R5.9.8（金）

研修の参加人数 計2名（看護師）（所属：茨城県立医療大学大学院）

研修名 病院研修

研修の主な内容 急性期リハビリテーション業務（受入部局：リハビリテーション部）

研修の期間・実施回数 計12回R5.10.1（日）～R6.3.31（日）（月2回、水曜日）

研修の参加人数 計2名（理学療法士）（所属：筑波技術大学　東西医学統合医療センター）

研修名 病院研修

研修の主な内容 心臓超音波検査（受入部局：検査部）

研修の期間・実施回数 計6回 R5.10.1（日）～R5.3.31（日）（月1回）

研修の参加人数 計1名（臨床検査技師）（所属：龍ケ崎済生会病院）

研修名 病院研修

研修の主な内容 感染管理認定看護師教育課程臨地実習（受入部局：看護部・感染管理部）

研修の期間・実施回数 計20回　R5.10.2（月）～R5.10.30（月）（土日祝日を除く）

研修の参加人数 計2名（看護師）（所属：獨協大学地域共創看護教育センター）

研修名 病院研修

研修の主な内容
茨城キリスト教大学大学院看護学研究科　急性期看護学援助特論Ⅰおよび急性期看護学演習Ⅰの病院
内演習（受入部局：救急・集中治療科）

研修の期間・実施回数 計5回　R5.10.19（木）　R5.11.2（木）　R5.12.14日（木）　R6.1.25日（木） R6.1.31（水）

研修の参加人数 計1名（看護師）（所属：茨城キリスト教大学大学院看護学研究科）

研修名 病院研修

研修の主な内容 心臓超音波検査（受入部局：検査部）

研修の期間・実施回数
計9回　R5.10.1（日）～R6.3.31（日）このうち10月19日（木）、11月/1回、12月/2回、1月/1回、2月/2回、3月
/2回

研修の参加人数 計1名（臨床検査技師）（所属：医療法人社団総生会麻生総合病院）

研修名 病院研修

研修の主な内容 心臓超音波検査（受入部局：検査部）

研修の期間・実施回数 計6回　R6.1.４（木）～R6.3.31（日）（月2回）

研修の参加人数 計1名（臨床検査技師）（所属：キャノンメディカルシステムズ株式会社首都圏支社営業推進部）
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研修名 病院研修

研修の主な内容 認定看護師教育課程　皮膚・排泄ケア学科　臨地実習（受入部局：看護部）

研修の期間・実施回数 計58回 R5.10.1７（火）～R5.12.5（火）

研修の参加人数 計2名（看護師）（所属：（公社）日本看護協会　看護研修学校）

研修名 病院研修

研修の主な内容 認定看護師教育課程（摂食嚥下障害看護分野）（受入部局：看護部）

研修の期間・実施回数 計24回　R6.1.16(火)～R6.2.21（水）

研修の参加人数 計2名（看護師）（所属：茨城県立医療大学）

研修名 病院研修

研修の主な内容 心臓超音波検査（受入部局：検査部）

研修の期間・実施回数 計5回　R6.1.15（月）～R6.1.19（金）

研修の参加人数 計1名（臨床検査技師）（所属：沖縄県立中部病院）

研修名 病院研修

研修の主な内容 心臓超音波検査（受入部局：検査部）

研修の期間・実施回数 計5回　R6.3.11（月）～R6.3.15（金）

研修の参加人数 計1名（臨床検査技師）（所属：沖縄県立中部病院）

研修名 病院研修

研修の主な内容 心臓超音波検査（受入部局：検査部）

研修の期間・実施回数 計4回　R6.2.1（木）～R6.3.31（日）（月2回）

研修の参加人数 計1名（臨床検査技師）（所属：水戸済生会総合病院）

研修名 病院研修

研修の主な内容 栄養サポートチーム研修における臨床研修（受入部局：栄養管理室）

研修の期間・実施回数 計1回　R6.2.7（水）（1日間）

研修の参加人数 計1名（看護師）（所属：日本健康・栄養システム学会）

研修名 病院研修

研修の主な内容 救急救命士病院（再教育）実習（受入部局：救急・集中治療部）

研修の期間・実施回数 計36回R5.12.4（月）～R6.3.1（金）（各1当直、2日間）

研修の参加人数 計36名（救急救命士）（所属：つくば市消防本部）

研修名 救急救命士気管挿管研修

研修の主な内容 全身麻酔時における気管挿管実習（成功例３０症例）（受入部局：麻酔科）

研修の期間・実施回数 計30回R5.6.29（木）～R5.8.9（水）

研修の参加人数 計1名（救急救命士）（所属：つくば市消防本部）

研修名 救急救命士気管挿管研修

研修の主な内容 全身麻酔時における気管挿管実習（成功例３０症例）（受入部局：麻酔科）

研修の期間・実施回数 計30回R5.11.8（水）～R6.12.19（火）

研修の参加人数 計1名（救急救命士）（所属：つくば市消防本部）

研修名 地域薬学ケア専門薬剤師研修

研修の主な内容
日本医療薬学会の地域薬学ケア専門薬剤師の養成にあたり、高度な薬学知識，臨床知識及び専門的技
術を修得するとともに、専門薬剤師としての臨床能力及び実践力の習得（受入部局：薬剤部）

研修の期間・実施回数 計１回R5.4.1(土)～R6.3.31（日）1年間

研修の参加人数 計2名（薬剤師）（所属：一般社団法人日本医療薬学会）
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(様式第 5) 
診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の管理方法に関する書類 

 
計画・現状の別 １．計画    ２．現状  
管理責任者氏名 附属病院長 平松祐司 

  管理担当者氏名 医療情報経営戦略部長 大原信、医療安全管理部長 和田哲郎、 
感染制御部長 鈴木広道、薬剤部長 本間真人、 
臨床工学部長 山本純偉、総合臨床教育センター部長 瀬尾恵美子、 
つくば臨床医学研究開発機構長 橋本幸一、 
病院総務部総務課長 永松博幸、医療支援課長 野口健司、 
品質・安全管理課長 渡邉一義 

 
 保 管 場 所 管 理  方  法 

診療に関
する諸記
録 

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
二
項
に
掲
げ
る
事
項 

病院日誌 医療情報経営戦略部 電子化後は医療情報経
営戦略部サーバ室のサ
ーバで管理している。 
バックアップは国立大
学病院災害時バックア
ップシステムにて行わ
れている。 
電子化以前の紙カルテ
及び押印の必要な同意
書等は1患者1ファイル
により、医療情報経営
戦略部の病歴室で保管
・管理している。 
診療録は電子データ、
紙媒体に関わらず院外
への持出しは禁止して
いる。但し大災害時、
法令に基づく要請など
特別な場合は病院長の
許可を得た上で持出す
ることができる。 

各科診療日誌 
処方せん 
手術記録 
看護記録 
検査所見記録 
エックス線写真 
紹介状 
退院した患者に係る入院期間中
の診療経過の要約及び入院診療
計画書 

病院の管
理及び運
営に関す
る諸記録 

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
三
項

に
掲
げ
る
事
項 

従業者数を明らかにする帳簿 総務課人事・共済係 人事システムで保管・
管理している 

高度の医療の提供の実績 医療支援課 共有サーバ及び紙媒体
で保管 高度の医療技術の開発及び評価

の実績 
品質・安全管理課 

高度の医療の研修の実績 総合臨床教育センター 
閲覧実績 病院総務部各課 
紹介患者に対する医療提供の実
績 

医療支援課 

入院患者数、外来患者及び調剤
の数を明らかにする帳簿 

（患者数）医療支援課 
（調剤の数）薬剤部 

規
則
第
一
条
の
十
一
第
一

項
に
掲
げ
る
事
項 

 医療に係る安全管理のための指
針の整備状況 

医療安全管理部、 
品質・安全管理課 

医療に係る安全管理のための委
員会の開催状況  
医療に係る安全管理のための職
員研修の実施状況 
医療機関内における事故報告等
の医療に係る安全の確保を目的
とした改善のための方策の状況 
 



 保 管 場 所 管 理  方  法 

病院の管

理及び運

営に関す

る諸記録 

規
則
第
一
条
の
十
一
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項 

院内感染対策のための指針の策
定状況 

感染制御部 
品質・安全管理課 

共有サーバ及び紙媒体
で保管 

院内感染対策のための委員会の
開催状況  
従業者に対する院内感染対策の
ための研修の実施状況  
感染症の発生状況の報告その他
の院内感染対策の推進を目的と
した改善のための方策の実施状
況  
医薬品安全管理責任者の配置状
況  

薬剤部 
総務課人事・共済係 

従業者に対する医薬品の安全使
用のための研修の実施状況  

薬剤部 
品質・安全管理課 

医薬品の安全使用のための業務
に関する手順書の作成及び当該
手順書に基づく業務の実施状況 

薬剤部 
医療安全管理部 

医薬品の安全使用のために必要
となる未承認等の医薬品の使用
の情報その他の情報の収集その
他の医薬品の安全使用を目的と
した改善のための方策の実施状
況 

つくば臨床医学研究開
発機構（T-CReDO）、 
薬剤部 

医療機器安全管理責任者の配置
状況 

臨床工学部 
総務課人事・共済係 

従業者に対する医療機器の安全
使用のための研修の実施状況 

臨床工学部 
品質・安全管理課 

医療機器の保守点検に関する計
画の策定及び保守点検の実施状
況 

臨床工学部 

医療機器の安全使用のために必
要となる情報の収集その他の医
療機器の安全使用を目的とした
改善のための方策の実施状況 

臨床工学部 

  



 保 管 場 所 管 理  方  法 
 病院の管理 
 及び運営に 
 関する諸記 
 録 

 

規
則
第
九
条
の
二
十
の
二
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
十
三
号
ま
で
及
び
第
十
五
条
の
四
各
号
に
掲
げ
る
事
項 

医療安全管理責任者の配置状
況 

総務課人事・共済係 共有サーバ及び紙媒体
で保管 

専任の院内感染対策を行う者
の配置状況 

感染制御部 

医薬品安全管理責任者の業務
実施状況 

薬剤部 

医療を受ける者に対する説明
に関する責任者の配置状況 

総務課人事・共済係 

診療録等の管理に関する責任
者の選任状況 
医療安全管理部門の設置状況 医療安全管理部 

品質・安全管理課 高難度新規医療技術の提供の
適否等を決定する部門の状況 
未承認新規医薬品等の使用条
件を定め、使用の適否等を決
定する部門の状況 

つくば臨床医学研究
開発機構（T-CReDO
）、薬剤部 

監査委員会の設置状況 総務課総務・広報係 
入院患者が死亡した場合等の
医療安全管理部門への報告状
況 

医療安全管理部 
医療支援課 

他の特定機能病院の管理者と
連携した相互立入り及び技術
的助言の実施状況 

医療安全管理部 
品質・安全管理課 

当該病院内に患者からの安全
管理に係る相談に適切に応じ
る体制の確保状況 

医療支援課 

医療安全管理の適正な実施に
疑義が生じた場合等の情報提
供を受け付けるための窓口の
状況 

【本部】総務部総務
課 

職員研修の実施状況 医療安全管理部、 
品質・安全管理課 

管理者、医療安全管理責任者
、医薬品安全管理責任者及び
医療機器安全管理責任者のた
めの研修の実施状況 

品質・安全管理課 

管理者が有する権限に関する
状況 

【本部】総務部総務
課 

管理者の業務が法令に適合す
ることを確保するための体制
の整備状況 

【本部】監査室 

開設者又は理事会等による病
院の業務の監督に係る体制の
整備状況 

【本部】総務部総務
課 

(注)「診療に関する諸記録」欄には、個々の記録について記入する必要はなく、全体としての 
管理方法の概略を記入すること。また、診療録を病院外に持ち出す際に係る取扱いについ 
ても記載すること。 



○病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法

〇病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧の実績

延　2件

閲　覧　者　別 医師 延　　件

歯科医師 延　　件

国 延　　件

地方公共団体 延　1件

　閲覧責任者氏名 附属病院長　平松祐司

　閲覧担当者氏名

病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法に関する書類

病院総務部総務課

計画・現状の別 １．計画 　　   　 ２．現状

(注)既に医療法施行規則第9条の20第5号の規定に合致する方法により記録を閲覧させている病院は
現状について、その他の病院は計画について記載することとし、「計画・現状の別」欄の該当する番号
に〇印を付けること。

(注)特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入する必要はないこと。

　閲覧の求めに応じる場所

病院総務部総務課長　永松博幸
病院総務部品質・安全管理課長　渡邉一義

　　　前　年　度　の　総　閲　覧　件　数

　閲覧の手続の概要

病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧については、「国立大学法人筑波大学法人文書の開示の
手続きに関する規程」に基づき、病院総務部総務課に「法人文書開示請求書」を提出することにより行
う。

（様式第6）



 

規則第１条の 11第１項各号に掲げる医療に係る安全管理のための体制の確保に係る措置 

 

① 医療に係る安全管理のための指針の整備状況      有・無 

・ 指針の主な内容： 

・医療安全管理に関する基本的な考え方 

・組織として事故防止に取り組む 

・情報の共有化を図り、事故防止に役立てる 

・医療安全に関する教育研修を実施する 

  ・医療事故発生時の基本方針を定める 

  ・患者からの相談を受け付ける 

  ・本指針の改廃 

② 医療に係る安全管理のための委員会の設置及び業務の状況 

・ 設置の有無（ 有・無 ） 

・ 開催状況：年  12回 

・ 活動の主な内容： 

(1) 医療に係る安全管理体制に関するこ 

(2) 医療に係る安全管理のための指針の作成及び見直しに関すること 

(3) 医療事故を防止するための医療従事者に対する啓発に関すること 

(4) 医療事故等に係る患者、家族等への対応に関すること 

(5) 医療事故等が発生した場合の原因の調査及び分析並びに改善策の立案実施及び周知に関するこ

と 

(6) 前号の改善策の実施状況の検証及び必要に応じた見直しに関すること 

(7)死亡退院事例と報告の実施状況の確認及び確認結果の病院長への報告並びに職員への研修及び指

導に関すること 

(8) 医事紛争に対する対応策に関すること 

(9) 医療に係る安全管理のための教育方針に関すること 

(10) その他医療に係る安全管理に関すること 

③ 医療に係る安全管理のための職員研修の実施状況      年2回 

・ 研修の内容（すべて）： 

・2023年度第1期診療の安全に関する研修（ライブ 及び e-learning） 

テーマ：あの医療事故を振り返る  

（1）医療事故防止に関する基本事項 

（2）あの医療事故を振り返る 

・2023年度第2期診療の安全に関する研修（ライブ・ビデオ及びe-learning） 

テーマ：自殺未遂者対応と自殺事故防止  

（1）医療事故防止に関する基本事項 

（2）当院がめざす医療安全と取り組み 

（3）自殺未遂者対応と自殺事故防止 

④ 医療機関内における事故報告等の医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方策の実施

状況 

・ 医療機関内における事故報告等の整備 （ 有・無 ） 

・ その他の改善のための方策の主な内容： 

・インシデント・オカレンス報告システムを整備し、全職員から診療上の問題点の報告を受けてい

る。また、安全確保状況報告システムを整備し各組織リスクマネージャーから、安全確保状況及

び各組織の問題点を収集している。重要案件については、緊急連絡網やメール自動転送システム

を配備している。 

・インシデント・オカレンス報告を受け、医療安全管理部員が現場に赴き調査し分析し、リスクマ



 

ネージメント委員会に報告する。リスクマネージメント委員会は、本院における医療事故の動向

、医療過誤の認定、および再発防止について審議する。重要な事例はピアレビュー委員会等を設

置し、そこで問題点の分析と対応策を検討し、リスクマネージメント委員会にフィードバックす

る。また、組織リスクマネージャーは、各組織のインシデントについて、医療行為の手順とイン

シデントがどのように関連しているか、討議して、全体会議で発表する。 

・改善策を医療安全管理部、リスクマネージメント委員会小委員会及び組織リスクマネージャー連

絡会議において立案し、リスクマネージメント委員会において審議のうえ決定する。 

(注）前年度の実績を記入すること。 



 

規則第１条の 11第２項第１号に掲げる院内感染対策のための体制の確保に係る措置 

 

① 院内感染対策のための指針の策定状況     有・無 

・ 指針の主な内容： 

院内感染対策に関する基本的な考え方、組織として感染防止への取り組み、情報の共有化と感染防

止、院内感染異常発生時の対応、職員等への研修の実施、患者等への感染防止への協力依頼、感染

対策・抗菌薬適正使用に関する他医療機関及び地域との連携 

② 院内感染対策のための委員会の開催状況 年12回 

・ 活動の主な内容： 

院内感染対策指針及びマニュアルの審議 

院内感染対策に関する情報収集と職員への周知 

改善策の立案及び全職員への周知 

③ 従業者に対する院内感染対策のための研修の実施状況 年3回 

・ 研修の内容（すべて）： 

〇第１期：2023年7月27日～8月31日（e-learning） 

これまで、これからの当院のCOVID-19対応（感染） 

血液培養の複数セット採取について（抗菌薬） 

〇感染の研修：2023年10月4日 ライブ 2023年12月11日～2024年3月31日（e-learning） 

 多剤耐性アシネトバクターのアウトブレイクとその制御について 

〇第２期：2023年12月11日～2024年3月31日（e-learning） 

急性気道感染症と抗菌薬適正使用（抗菌薬） 

④ 感染症の発生状況の報告その他の院内感染対策の推進を目的とした改善のための方策の状況 

・ 病院における発生状況の報告等の整備        （ 有・無 ） 

・ その他の改善のための方策の主な内容： 

COVID-19対策本部が設置され、COVID-19の対応を行っている（2023年7月4日終了） 

(注）前年度の実績を記入すること。 



 

規則第１条の 11第２項第２号に掲げる医薬品に係る安全管理のための体制の確保に係る

措置 

① 医薬品安全管理責任者の配置状況    有・無 

② 従業者に対する医薬品の安全使用のための研修の実施状況     年2回 

・ 研修の主な内容： 

第1期：1．毒薬の管理と取り扱い、2．KCL注の院内ルール 

第2期：1．KCL注の院内ルール、2．PMDAへの副作用報告 

③ 医薬品の安全使用のための業務に関する手順書の作成及び当該手順書に基づく業務の実施状況 

・ 手順書の作成        （ 有・無 ） 

・ 手順書の内訳に基づく業務の主な内容： 

・医薬品を保有している設備とその保全（換気が十分であり室内を清潔に保っている、地震・防火

等の対策が整備されている、かぎのかかる貯蔵設備を有している、直近1ヵ月の温度記録に問題がな

いことを確認している）  

・医薬品の在庫管理（医薬品を適切に配置及び表示している、医薬品を普通薬・劇薬・毒薬・向精

神薬・麻薬等に分類して保管している、盗難・紛失を防ぐための対策を施している、毒薬・麻薬・

向精神薬・劇薬保管庫の鍵はスペアキーを含め適切に管理している、毒薬・麻薬保管庫は出し入れ

の時以外は必ず施錠している、向精神薬は金庫等施錠可能な保管庫に保管している、法令で適切な

管理が求められている医薬品に関して必要事項を管理簿に記帳している、消毒液を適正に管理して

いる、救急カートへ医薬品を適切に配置及び表示している、医薬品の使用前に容器やふたの破損や

異物混入等がないかを確認している）  

・患者への投薬（注射薬の混合調製時には注射薬を処方箋・注射ラベルと照合している、患者氏名

と処方薬及び用量を照合して投薬している、患者の服薬状況を確認している）  

・医療廃棄物処理（一般廃棄物と感染性廃棄物を分別して廃棄している、使用済の注射針やアンプ

ル等を専用容器に入れ感染性廃棄物として廃棄している、有効期限切れ・使用残・投与中止・処方

変更による未使用の薬剤を処理している）  

・リスクマネージメント（医薬品に関するインシデント・アクシデント報告を確認している、医薬

品に関するお知らせを周知している、疑義照会事例について話し合っている） 

上記の項目について、医薬品チェックリストを用いて定期的に確認している。 

④ 医薬品の安全使用のために必要となる未承認等の医薬品の使用の情報その他の情報の収集その

他の医薬品の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 

・ 医薬品に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 

・ 未承認等の医薬品の具体的な使用事例（あれば）： 

・胆道閉鎖症術後、必須脂肪酸欠乏に対するOmegavenの投与 

・細胞性免疫不全患者に発症したアデノウイルス感染症（ウイルス性出血性膀胱炎）に対する 

シドフォビルの投与 

・ その他の改善のための方策の主な内容： 

・禁忌・適応外使用事例の把握（薬事委員会への届け出）と周知（組織リスクマネージャー連絡 

会議等） 

・医薬品医療機器総合機構からのメール受信（医薬品医療機器情報配信サービス）  

・製薬企業MRからの情報収集 

・各自のメールボックスへの印刷物の配布（薬剤部からのお知らせ等）  

・院内メールによる薬剤部員への情報配信  

・薬剤部HP、院内HP、電子カルテシステムトップページでの情報提供 

・薬剤部内の朝礼による周知  

・「未承認薬等の臨床使用」に関する手順書の改訂  

・院内製剤を含む未承認薬や禁忌・適応外の医薬品の使用状況についてモニタリング 

(注）前年度の実績を記入すること。 



 

規則第１条の 11第２項第３号に掲げる医療機器に係る安全管理のための体制の確保に係

る措置 

 

① 医療機器安全管理責任者の配置状況 有・無 

② 従業者に対する医療機器の安全使用のための研修の実施状況 年2回 

・ 研修の主な内容： 

・第1期  抗菌薬・医薬品・医療機器・放射線・医療ガスに関する研修 

「病棟でのカプノメータのモニタリングについて」 

・第2期  感染・抗菌薬・医薬品・医療機器に関する研修 

「院内医療機器の院外への持ち出し」 

③ 医療機器の保守点検に関する計画の策定及び保守点検の実施状況 

・ 医療機器に係る計画の策定        （ 有・無 ） 

・ 機器ごとの保守点検の主な内容： 

生命維持管理装置に関しては臨床工学部が管理し、中央管理機器はMEセンター（外部委託）が担当

し点検計画策定及び点検を実施している。その他の保守契約締結機器はメーカーにより実施されて

いる。 

④ 医療機器の安全使用のために必要となる未承認等の医療機器の使用の状況その他の情報の収集

その他の医療機器の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 

・ 医療機器に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 

PMDA、各業者(メーカー、ディーラー)からの情報をMEセンターに集約、そこから医療機器安全管理

責任者、臨床医療管理部及び関連部署へ周知またはメールで連絡をして対応している。 

 

・ 未承認等の医療機器の具体的な使用事例（あれば）： 

当院で原則、未承認機器の使用については院内での使用は禁止しており、未承認機器や手技につい

ては高難度新規医療技術申請をして承認後に臨床での使用が認められている。 

 

・ その他の改善のための方策の主な内容： 

毎月、臨床工学部内のリスクマネジメント会議（メール会議含む）で医療機器安全管理責任者、臨

床工学部職員、MEセンター（外部委託）が参加し、業務報告およびインシデントが発生した事例に

対して改善策を提出し業務改善に取り組んでいる。PMDAに報告すべき事例についてもその会議で医

療機器安全管理責任者へ報告している。 

(注）前年度の実績を記入すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

規則第９条の２０の２第１項第１号から第１３号の二に掲げる事項の実施状況 

 

① 医療安全管理責任者の配置状況      有・無 

・責任者の資格（ 医師・歯科医師 ） 

・医療安全管理責任者による医療安全管理部門、医療安全管理委員会、医薬品安全管理責任者及び

医療機器安全管理責任者の統括状況 

医療安全管理責任者（医療安全担当副病院長）が、病院長の命を受け、医療安全理部（医療安全管

理部門）、リスクマネージメント委員会（医療安全管理委員会）、医薬品安全管理責任者及び医療

機器安全管理責任者を統括している。 

② 専任の院内感染対策を行う者の配置状況 有（1名）・無 

③ 医薬品安全管理責任者の業務実施状況 

・医薬品に関する情報の整理・周知に関する業務の状況 

医薬品安全管理者の指示の下、医薬品情報室が中心となり、医薬品の添付文書の情報のほか、医薬品

医療機器総合機構からのメール受信（医薬品医療機器情報配信サービス）、医薬品製造販売業者、行政

機関、学術誌等からの情報を広く収集し、管理している。また、定期的に「薬剤部からのお知らせ」

等を発行・配布するとともに、院内ホームページに掲載し周知している。 

 

・未承認等の医薬品の使用に係る必要な業務の実施状況 

未承認医薬品等（禁忌・適応外使用を含む）の使用状況を把握し、薬事委員会で集計した結果を院内

に周知している。また、未承認薬等臨床使用評価委員会において審査を行っている。 

 

・担当者の指名の有無（有・無） 

・担当者の所属・職種： （所属：医療安全管理部 ，職種：薬剤師 ）  

④ 医療を受ける者に対する説明に関する責任者の配置状況 有・無 

・医療の担い手が説明を行う際の同席者、標準的な説明内容その他説明の実施に必要な方法に関す

る規程の作成の有無  （ 有・無 ） 

・説明等の実施に必要な方法に関する規程に定められた事項の遵守状況の確認、及び指導の主な内

容：インフォームド・コンセント（IC）責任者が、当院の IC実施状況について診療録をもとにサン

プリング監査し、院内規定を遵守した適切な ICを実施するよう指導・助言している。 

⑤ 診療録等の管理に関する責任者の選任状況 有・無 

・診療録等の記載内容の確認、及び指導の主な内容： 

・初期研修医の記載については経験 7年以上の指導医が内容の確認及び指導を行っている 

・診療録の量的監査については全例について記載されていることを確認している 

・診療録の質的監査についてはサンプリングによる監査を年 4回行い、結果を各診療科にフィー

ドバックしている 

・入院死亡患者については全例 M&M委員会で検証を行っている 

 ・インフォームド・コンセント(適切な同意書･説明文書等の取得)については医療品質管理部が 

年 2回、監査を行い、結果を各診療科にフィードバックしている 

⑥ 医療安全管理部門の設置状況 有・無 

・所属職員：専従（5）名、専任（ ）名、兼任（8）名 

 うち医師：専従（1）名、専任（ ）名、兼任（3）名 

 うち薬剤師：専従（1）名、専任（ ）名、兼任（ ）名 

 うち看護師：専従（2）名、専任（ ）名、兼任（ ）名 

（注）報告書を提出する年度の 10月１日現在の員数を記入すること 

・活動の主な内容： 

・医療事故防止のための調査、分析、指導及び教育  

・医療事故発生に伴う調査、分析、指導  



 

・医事紛争支援  

・医療サービスの向上のための企画及び教育 

 

※ 平成二八年改正省令附則第四条第一項及び第二項の規定の適用を受ける場合には、専任の医療

に係る安全管理を行う者が基準を満たしていることについて説明すること。 

・医師、歯科医師、薬剤師又は看護師いずれかの資格を有している。  

・医療安全に関する必要な知識を有している。  

・当院の医療安全部門(医療安全管理部)に所属している。  

・当院の医療安全管理委員会（ﾘｽｸﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄ委員会）の構成員に含まれている。  

・医療安全対策推進に関する業務に専ら従事している。  

・医療施設において6年を超える臨床経験を有している。  

・必要な研修、教育及び安全管理業務や医療の質改善業務の実地経験を有している。 

 

※ 医療安全管理委員会において定める医療安全に資する診療内容及び従事者の医療安全の認識に

ついての平時からのモニタリングの具体例についても記載すること。 

■平時からの医療安全に資する診療内容のモニタリングの例 

口頭伝達メモの復唱率 

転倒・転落発生率 

■平時からの従事者の医療安全の認識のモニタリングの例 

 医療安全に寄与すること、それを実現するための方法、実現するための課題の３段階に分けて 

従業者の医療安全に対する認識をモニタリングしている。 

⑦ 高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の状況 

・前年度の高難度新規医療技術を用いた医療の申請件数（3件）、及び許可件数（3件） 

・高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有・無 ） 

・高難度新規医療技術を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び高難度新規医

療技術の提供の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有無（有・無） 

・活動の主な内容： 

新たな高難度新規医療技術の企画が行われた際の審査。承認した高難度新規医療技術が患者に 

実施される際の審査。実施された高難度新規医療技術に対する実施報告の確認。 

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有・無 ） 

・高難度新規医療技術評価委員会の設置の有無（ 有・無 ） 

⑧ 未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の状況 

・前年度の未承認新規医薬品等を用いた医療の申請件数（18件）、及び許可件数（13件） 

・未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有・無） 

・未承認新規医薬品等を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び未承認新規医

薬品等の使用条件を定め使用の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の

有無（ 有・無 ） 

・活動の主な内容： 

【担当部門】 

つくば臨床医学研究開発機構 臨床研究推進センターコンサルテーション室 臨床研究安全管理・指

導部門 

・「筑波大学附属病院未承認薬等臨床使用評価委員会」（以下、評価委員会）に対して「未承認薬

等の臨床使用」の適否、実施条件等について意見を求める。 

・評価委員会が述べた意見を踏まえ、「未承認薬等の臨床使用」の適否、使用条件等について決定

する。 

・評価委員会で認められた「未承認新規医薬品」の使用状況を把握し集計する。  

・「未承認薬等の臨床使用」に関する手順書を管理する。 



 

・「未承認薬等の臨床使用」を行った診療科に対して、定期的および対象患者に有害事象が発生し

た場合、またはその他必要な場合、診療録等を確認する。 

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有・無 ） 

・未承認新規医薬品等評価委員会の設置の有無 （ 有・無 ） 

⑨ 入院患者が死亡した場合などの医療安全管理部門への報告状況 

・入院患者が死亡した場合の医療安全管理部門への報告状況：年 397件 

・上記に掲げる場合以外の場合であって、通常の経過では必要がない処置又は治療が必要になった

ものとして特定機能病院の管理者が定める水準以上の事象が発生したとき当該事象の発生の事実

及び発生前の状況に関する医療安全管理部門への報告状況：年 228件 

・上記に関する医療安全管理委員会の活動の主な内容 

死亡患者報告を含めて全事例の報告を受けている。重要な事例は背後要因を調査した結果を審議し

ている。必要に応じリスクマネージメント委員会の判断により第三者を含む事故調査委員会または

ピアレビュー委員会を設置し再発予防策の検討を行っている。 

⑩ 他の特定機能病院等の管理者と連携した相互立入り及び技術的助言の実施状況 

・他の特定機能病院等への立入り（ 有（病院名：富山大学附属病院）・無） 

・他の特定機能病院等からの立入り受入れ（ 有（病院名：鳥取大学医学部附属病院）・無） 

・技術的助言の実施状況 

禁忌・適応外使用については、治療後の報告体制を病院機能評価でも求められておりますので、ご

検討ください。 

【対応】 

未承認薬等評価委員会と共同で、使用後の有効性・安全性を評価する時期と方法（RMP：医薬品リス

ク管理計画）の明確化を、禁忌・適応外使用を申請する診療科に求める仕組みを検討している。 

また、医療情報システムを活用し、禁忌・適応外使用後の副作用情報を収集する仕組みを検討して

いる。 

【改善状況】 

未承認薬等評価委員会への申請書に RMPを追加し、その実施を診療録等に記録する方法や、医療情

報システムを活用して副作用情報を収集する方法を模索している。 

⑪ 当該病院内に患者からの安全管理に係る相談に適切に応じる体制の確保状況 

・体制の確保状況 

患者やその家族の方から疾病に関する医学的な質問、生活上及び入院上の不安など様々な相談に 

対応する窓口（患者サポートデスク）を以下のとおり設置している。 

相談内容としては、医療福祉、在宅移行、転院調整、退院支援、がん、看護、栄養、こころ、苦

情、診療費、薬剤、カルテ開示、リハビリ等で医療の質と安全に関する相談窓口を兼ねている。 

相談に当たり、院内の各部門と密接に連携の上、実施している。 

相談日時： 月曜日～金曜日（休日は除く） 

受付時間： 9時 00分から 17時 00分 

設置場所： けやき棟 1階 12番窓口（入退院センター隣） 

担当者 ： 医療メデイエーター及び医療関係団体等が実施する医療対話仲介者養成を目的とし 

た研修を修了した者 

責任者 ： 医療支援課長 

⑫ 職員研修の実施状況 

・研修の実施状況 

・2023年度第 1期 診療の安全に関する研修、感染・抗菌薬・医薬品・医療機器・放射線・医療ガ

スに関する研修 

・2023年度第 2期 診療の安全に関する研修、感染・抗菌薬・医薬品・医療機器に関する研修 

（注）前年度の実績を記載すること（⑥の医師等の所属職員の配置状況については提出年度の10月1

日の員数を記入すること） 



 

⑬ 管理者、医療安全管理責任者、医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者のための研修

の実施状況 

・研修の実施状況 

・管理者： 

2023年度特定機能病院管理者研修（日本医療機能評価機構） 2024年 1月 26 日 

・医療安全管理責任者： 

2023年度特定機能病院管理者研修（日本医療機能評価機構） 2024年 1月 26 日 

・医薬品安全管理責任者： 

2023年度特定機能病院管理者研修（日本医療機能評価機構） 2024年 2月 6 日 

・医療機器安全管理責任者： 

2023年度特定機能病院管理者研修（日本医療機能評価機構） 2024年 1月 15 日 

（注）前年度の実績を記載すること 

 

⑭医療機関内における事故の発生の防止に係る第三者による評価の受審状況、当該評価に基づき改

善のために講ずべき措置の内容の公表状況、当該評価を踏まえ講じた措置の状況 

・第三者による評価の受審状況 

評価機関：公益財団法人日本医療機能評価機構 

項 目 ：一般病院 3及び副機能（精神科病院） 

受審日 ：令和 3年 8月 30日、31日、9月 1日 

認定日 ：令和 4年 3月 4日 条件付認定、令和 5年 2月 10日 条件付解除、令和 6年 4月 5日 

認定継続 

認定期間：令和 3年 9月 25日～令和 8年 9月 24日 

 

・評価に基づき改善のために講ずべき措置の内容の公表状況 

令和 6年 4月 5日当院ホームページにおいて、改善審査結果および改善審査報告書を公表した 

 

・評価を踏まえ講じた措置 

・医療関連感染制御に向けた情報収集と検討に関して、院内感染サーベイランスを継続的に 

実践している。 

・高濃度注射用カリウム製剤の適応外使用について、院内ルールを策定し継続的に実践している。 

・院内の抗菌薬適正使用マニュアルを適宜改訂し運用している。 

・非常勤医師の健康診断の受診状況を定期的に把握している。 

・教育・研修を組織的に行い、計画に基づいて継続的かつ確実に教育・研修を実施している。 

（注）記載時点の状況を記載すること 



 
 
 

 

規則第７条の２の２第１項各号に掲げる管理者の資質及び能力に関する基準 

管理者に必要な資質及び能力に関する基準 

 ・ 基準の主な内容 

【国立大学法人筑波大学附属病院長候補者の選考に関する規程】 

（選考基準） 

第３条 附属病院長候補者となることができる者は、医師免許を有し、人格が高潔で学識に優れ、 

附属病院の将来に明確なビジョンを有し、次に掲げる資質及び能力を有するものとする。 

(1)  附属病院内外での管理運営経験を有し、附属病院の健全な運営及び経営にガバナンスを 

発揮できること。 

(2)  患者の安全を第一に考え、医療安全について十分な経験及び指導力を有し、附属病院の 

高度な医療安全管理体制を確保できること。 

(3)  筑波研究学園都市にある病院として、世界最先端の医療・研究・教育を推進できること。 

(4)  幅広い能力を有する優れた医療人養成に貢献するとともに、地域医療の中核的拠点として、そ

の発展に貢献できること。 

・ 基準に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 公表の方法：筑波大学基幹サイト（ホームページ） 

 

  



 
 
 

 

規則第７条の３第１項各号に掲げる管理者の選任を行う委員会の設置及び運営状況 

前年度における管理者の選考の実施の有無 有・無 

 ・ 選考を実施した場合、委員会の設置の有無（ 有・無 ） 

・ 選考を実施した場合、委員名簿、委員の経歴及び選定理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 選考を実施した場合、管理者の選考結果、選考過程及び選考理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 公表の方法：筑波大学基幹サイト（ホームページ） 

管理者の選任を行う委員会の委員名簿及び選定理由 

氏名 所属 
委員長 

（○を付す） 
選定理由 特別の間係 

加藤 和彦 副学長・理事 ○ 学長が指名する理事又は副学長 有・無 

奈良  哲 副学長・理事  学長が指名する理事又は副学長 有・無 

川上  康 医学医療系長  役職指定 有・無 

関根 久雄 人文社会系長  
系長及び重点研究センター長の

うちから学長が指名 

有・無 

吉瀬 章子 システム情報系長  
系長及び重点研究センター長の

うちから学長が指名 

有・無 

齋藤  康 元千葉大学長  学長が委嘱する学外の有識者 有・無 

横手幸太郎 
千葉大学医学部附

属病院病院長 
 学長が委嘱する学外の有識者 

有・無 

鈴木 邦彦 茨城県医師会長  学長が委嘱する学外の有識者 有・無 

山口 卓男 弁護士  学長が委嘱する学外の有識者 有・無 

高橋  智 
医学医療系生命医

科学域長 
 学長が必要と認める者 有・無 

 

  



 
 
 

 

規則第９条の２３第１項及び第２項に掲げる病院の管理及び運営を行うための 

合議体の設置及び運営状況 

 

合議体の設置の有無 有・無 

・合議体の主要な審議内容 

【病院執行部会議】 

(1) 病院の将来構想に関する事項 

(2) 中期目標・中期計画及び年度計画のうち病院に関する事項 

(3) 病院の組織及び運営の状況について行う自己点検及び評価に関する事項 

(4) 病院の組織の設置又は改廃に関する事項 

(5) 附属病院規程及び附属病院細則の制定又は改廃に関する事項 

(6) 病院における教育研究活動に関する事項 

(7) 病院の予算及び概算要求等に関する事項 

(8) 病院の診療に関する事項 

(9) その他病院の管理運営に関し重要な事項 

 

【病院経営協議会】 

病院の経営に関する重要事項の基本方針の策定に当たり意見を聴く。 

 

・審議の概要の従業者への周知状況 

【病院執行部会議】 

病院の運営に関して連絡調整等を行うため設置されている病院運営協議会に報告するととも 

に、病院内サイトに資料を公開している。 

 

【病院経営協議会】 

審議事項のみ病院執行部会議に報告している。 

 

・合議体に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

・公表の方法：病院執行部会議、病院経営協議会とも、院内サイトで公表 

・外部有識者からの意見聴取の有無（ 有・無 ） 

病院経営協議会の構成員には学外有識者が含まれ、意見聴取を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 
 

 

合議体の委員名簿 

令和 6年度 病院執行部会議 構成員名簿 

氏名 
委員長 

（○を付す） 
職種 役職 

平 松 祐 司 ○ 医 師 附属病院長 

檜 澤 伸 之  医 師 副病院長 

小 田 竜 也  医 師 副病院長 

西 山 博 之  医 師 副病院長 

前 野 哲 博  医 師 副病院長 

篠 崎 まゆみ  看護師 副病院長・看護部長 

井 上 貴 昭  医 師 副病院長（特定） 

佐 藤 一 彦  事 務 
副病院長（特定） 

・病院総務部長 

大  原      信  医 師 病院長補佐 

荒  川  義  弘  薬剤師 病院長補佐 

古  田  淳  一  医 師 病院長補佐（特定） 

根 本 清 貴  医 師 病院長補佐 

本  間  真  人  薬剤師 薬剤部長 

濵  野      淳  医 師 医療連携患者相談センター部長 

和 田 哲 郎  医 師 医療安全管理部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 
 

 

合議体の委員名簿 

令和 6年度 病院経営協議会 委員名簿 

氏名 
委員長 

（○を付す） 
職種 役職 

平 松 祐 司 ○ 医 師 附属病院長 

檜 澤 伸 之  医 師 副病院長 

小 田 竜 也  医 師 副病院長 

西 山 博 之  医 師 副病院長 

前 野 哲 博  医 師 副病院長 

篠 崎 まゆみ  看護師 副病院長・看護部長 

井 上 貴 昭  医 師 副病院長（特定） 

佐 藤 一 彦  事 務 
副病院長（特定） 

・病院総務部長 

大  原      信  医 師 病院長補佐 

荒  川  義  弘  薬剤師 病院長補佐 

古  田  淳  一  医 師 病院長補佐 

根 本 清 貴  医 師 病院長補佐 

氷見谷 直 紀  事 務 副学長（財務・施設） 

白 川 洋 子   茨城県看護協会長 

杉 山   晃   つくば市保健部長 

丸 山   慧   茨城県保健医療部長 

河 野 元 嗣   筑波メディカルセンター病院長 

清 水 憲 吾   
公益財団法人医療研修推進財団

事務局長 

野 末   睦   医療法人あい友会理事長 

松 﨑 信 夫   茨城県医師会長 

（オブザーバー） 

陰 山 俊 治 
  筑波大学監事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 
 

 

規則第１５条の４第１項第１号に掲げる管理者が有する権限に関する状況 

 

管理者が有する病院の管理及び運営に必要な権限    

 ・ 管理者が有する権限に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

 ・ 公表の方法：筑波大学基幹サイト（ホームページ） 

 ・ 規程の主な内容 

【国立大学法人筑波大学の組織及び運営に関する規則】 

（附属病院長） 

第６３条 附属病院に附属病院長を置き、副学長をもって充てる。 

２ 附属病院長は、附属病院の運営をつかさどる。 

３ 附属病院長は、この法人規則その他の法人の規則の定めるところにより、学長の命を受 

け、附属病院の業務に従事する職員の任免その他の人事を掌理するとともに、当該職員

を指揮監督する。 

４ 附属病院長は、附属病院の管理運営の必要に応じ、法人規則の範囲内で、附属病院規程

及び附属病院細則を定めることができる。この場合において、附属病院長は、附属病院

規程を定めるときは役員会の議を経るものとし、附属病院細則を定めたときは速やかに

学長に報告しなければならない。 

 

 ・ 管理者をサポートする体制（副院長、院長補佐、企画スタッフ等）及び当該職員の役割 

【国立大学法人筑波大学の組織及び運営に関する規則】 

（副病院長） 

第６４条 附属病院に副病院長５人以内を置き、附属病院長の意見を聴いて、学長が任命する。 

２ 副病院長は、それぞれ分担して、附属病院長の職務を助ける。 

３ 前２項の規定にかかわらず、附属病院長の命を受け、必要な期間特定の業務を統括する 

副病院長若干人を置くことができるものとし、附属病院長の意見を聴いて、学長が任命

する。 

【筑波大学附属病院の組織及び運営に関する規程】  

（病院長補佐） 

第４条 病院に、病院長補佐を置く。 

２ 病院長補佐の任期は、１年とし、再任を妨げない。ただし、原則として通算して４年を超 

えて在任することはできない。 

３ 病院長補佐は、病院長及び副病院長を助け、病院長の命を受け、特定の業務を総括整理す

る。 

４ 前３項に定めるもののほか、病院長補佐に関し必要な事項は、附属病院細則で定める。 

 

 ・ 病院のマネジメントを担う人員についての人事・研修の状況 

人事に関しては、特に副病院長クラスにおいて、将来のマネジメントを担う人材を探索し、 

多くの人材に経験を積ませる経験をしている。 

研修に関しては、院外の研修等に参加させるとともに、人材育成支援助成制度を設けており、 

自ら研鑽を希望する者には支援を行っている。 

 



 
 
 

 

規則第１５条の４第１項第２号に掲げる医療の安全の確保に関する 

監査委員会に関する状況 

 

監査委員会の設置状況 有・無 

・監査委員会の開催状況：年 2回 

・活動の主な内容： 

【筑波大学附属病院監査委員会規則】 

（任務） 

第２条 委員会は次に掲げる業務を行う。 

(1)  附属病院の医療安全管理体制及び特定臨床研究における業務の状況について、筑波大学附

属病院長（以下「附属病院長」という。）等からの報告を求め、特定機能病院にふさわし

い安全管理及び特定臨床研究の実施がなされているか検討して評価すること。 

(2) 必要に応じ、医療に係る安全管理及び特定臨床研究についての是正措置を講ずるよう、国

立大学法人筑波大学長（以下「学長」という。）及び附属病院長に対して意見を表明する

こと。 

(3) 前２号の業務の実施結果を附属病院ホームページ等で公表すること。 

 

・監査委員会の業務実施結果の公表の有無（ 有・無 ） 

・委員名簿の公表の有無（ 有・無 ） 

・委員の選定理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・監査委員会に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

・公表の方法：大学基幹サイト（ホームページ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 
 

 

監査委員会の委員名簿及び選定理由（注） 

氏名 所属 
委員長 

(○を付す) 
選定理由 利害関係 

委員の要件 

該当状況 

柳田 国夫 

東京医科大学

茨城医療セン

ター 

副院長 

〇 

医療機関の副院長

であり、病院管理

及び医療安全に係

る業務経験を有し

ているため 

有・無 1 

宮本 恭子 

茨城県がん教

育推進協議会

委員 

 

患者・家族の支援

団体の活動をして

おり、医療を受け

る立場から意見を

述べることができ

るため 

有・無 2 

陰山 俊治 

国立大学法人 

筑波大学監事 

（元公益財団

法人ヒューマ

ンサイエンス

振興財団管理

部長） 

 

監事であり、公正

不偏な立場から医

療を受けるものと

して意見を述べる

ことができるため 

有・無 2 

重田 育照 

国立大学法人 

筑波大学副学

長・理事（研究

担当） 

 

研究を担当する副

学長・理事とし

て、及び学識経験

者として意見を述

べることができる

ため 

有・無 1 

村上 正子 

名古屋大学 

大学院法学研

究科 

教授 

 

法律学の専門家と

して、法律につい

て豊富な専門知識

と実務経験を有す

るため 

有・無 1 

小池 竜司 

東京医科歯科

大学 

病院長補佐 

 

感染対策の第一人

者として医療の安

全管理に詳しく、

臨床試験の専門家

でもあるため 

有・無 1 

（注） 「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。 

   1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者 

2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。） 

   3. その他 



 
 
 

 

規則第１５条の４第１項第３号イに掲げる管理者の業務の執行が 

法令に適合することを確保するための体制の整備に係る措置 

 

管理者の業務が法令に適合することを確保するための体制の整備状況  

 ・体制の整備状況及び活動内容 

本学では、附属病院を含む各組織について、監事による業務監査、監査室による内部監査及び 

会計監査人による監査が行われている。 

 

 ・ 専門部署の設置の有無（ 有・無 ） 

 

 ・ 内部規程の整備の有無（ 有・無 ） 

 

 ・ 内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

 

 ・ 公表の方法：筑波大学基幹サイト（ホームページ） 

 

 

  



 
 
 

 

規則第１５条の４第１項第３号ロに掲げる開設者による 

業務の監督に係る体制の整備に係る措置 

 

開設者又は理事会等による病院の業務の監督に係る体制の状況  

 ・ 病院の管理運営状況を監督する会議体の体制及び運営状況 

【国立大学法人筑波大学の組織及び運営の基本に関する規則】 

（経営協議会） 

第１４条 法人に、法人法第２０条第１項の規定に基づき、経営協議会を置く。 

（経営協議会の組織） 

第１５条 経営協議会は、次に掲げる委員で組織する。 

(1)学長 

(2)理事（常勤の者に限る。）のうちから学長が指名する者 

(3)第２７条第１項に規定する副学長（前号に該当する者を除く。）のうちから学長が指名する者 

(4)第２８条に規定する学長特別補佐及び第２９条に規定する調整官その他法人の職員のうちから 

学長が指名する５人以内の者 

(5)法人の役員又は職員以外の者で大学に関し広くかつ高い識見を有するもののうちから、第２０ 

条に規定する教育研究評議会の意見を聴いて学長が任命するもの ８人以上１５人以内 

２ 経営協議会の委員の過半数は、前項第５号の委員でなければならない。 

（経営協議会の審議事項） 

第１６条 経営協議会は、次に掲げる事項を審議する。 

(1) 法人法第２０条第５項各号に規定される事項 

(2) 国立大学法人筑波大学経営協議会規則（平成１６年法人規則第２号）の制定又は改廃に関す 

る事項 

(3) 法人規則（法人の経営に関するものに限る。）の制定又は改廃に関する事項 

(4) 法人の財産の取得、管理及び処分に関する事項 

(5) 積立金の処分に係る文部科学大臣の承認の申請に関する事項 

(6) 短期借入金の限度額に関する事項 

(7) 長期借入金又は法人の名称を冠する債券の発行に係る文部科学大臣の認可の申請に関する事 

項 

(8) 出資に関する事項 

(9) 学長選考・監察会議に対する学長解任の申出の発議に関する事項 

(10) その他法人の経営に関する重要事項 

 

 ・ 会議体の実施状況（ 年9回 ） 

 ・ 会議体への管理者の参画の有無および回数（ 有・無 ）（ 年9回 ） 

 ・ 会議体に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

 ・ 公表の方法：筑波大学基幹サイト（ホームページ） 

 



 
 
 

 

病院の管理運営状況を監督する会議体の名称：経営協議会 

会議体の委員名簿 

氏名 所属 
委員長 

（○を付す） 
利害関係 

永 田 恭 介 学長 ○ 有・無 

加 藤 光 保 副学長・理事  有・無 

重 田 育 照 副学長・理事  有・無 

池 田   潤 副学長・理事  有・無 

氷見谷 直 紀 副学長・理事  有・無 

加 藤 和 彦 副学長・理事  有・無 

平 松 祐 司 副学長・理事・附属病院長  有・無 

井 伊 忠 義 株式会社テレビ朝日広報局長  有・無 

河 田 悌 一 

関西大学東京センター長 

元日本私立学校振興・共済事業団 理事長 

元関西大学学長 

 有・無 

久 世 和 資 旭化成株式会社 取締役兼副社長執行役員  有・無 

工 藤 智 規 公益財団法人スポーツ安全協会 顧問  有・無 

齋 藤   康 

千葉大学名誉教授 

元千葉大学長 

千葉大学未来医療教育研究機構 特別顧問 

 有・無 

鈴 木 蘭 美 
国 立 が ん 研 究 セ ン タ ー 発 ベ ン チ ャ ー ARC 

Therapies 株式会社 代表取締役社長 
 有・無 

住 川 雅 晴 

つくばグローバル・イノベーション推進機構 理

事長 

公益財団法人国際科学振興財団 会長 

 有・無 

花 井 陳 雄 
前協和キリン株式会社 取締役会長 

株式会社島津製作所 社外取締役 
 有・無 

室 伏 きみ子 

ビューティ＆ウェルネス専門職大学 学長 

お茶の水女子大学 名誉教授 

前お茶の水女子大学長 

 有・無 

（注） 会議体の名称及び委員名簿は理事会等とは別に会議体を設置した場合に記載すること。 

 

 

  



 
 
 

 

規則第１５条の４第１項第４号に掲げる医療安全管理の適正な実施に 

疑義が生じた場合等の情報提供を受け付ける窓口の状況 

 

窓口の状況 

・情報提供を受け付けるための窓口の設置の有無（ 有・無 ） 

・通報件数（年 0件） 

・窓口に提供する情報の範囲、情報提供を行った個人を識別することができないようにするための

方策その他窓口の設置に関する必要な定めの有無（ 有・無 ） 

・窓口及びその使用方法についての従業者への周知の有無（ 有・無 ） 

・周知の方法 

大学基幹サイト（ホームページ）、院内専用サイト、医療事故防止ポケットマニュアル等で周知 

 



(様式第 7) 

専門性の高い対応を行う上での取組みに関する書類（任意） 

 

 

1  果たしている役割に関する情報発信 

① 果たしている役割に関する情報発信の有無 有・無 

 ・情報発信の方法、内容等の概要 

広く社会に向けて、病院ホームページ、病院のご案内（病院概要）及び病院広報誌等を通じ 

て、本院の診療指導、各診療科の取り組みをＷＥＢや紙媒体にて情報発信している。 

また、本院では市民公開講座等を通じて、陽子線治療やがん治療等の情報を定期的に発信する

など、高度医療の啓発活動を行っている。 

 

 

2  複数の診療科が連携して対応に当たる体制 

① 複数の診療科が連携して対応に当たる体制の有無 有・無 

 ・複数の診療科が連携して対応に当たる体制の概要 

院内のコンサルテーションマニュアルにより他科の専門医に診察の依頼ができる体制が整っ 

ており、複数の診療科が連携して高度な医療を提供できる。 

 


